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第10章 準備書に対する意見、見解等 

10.1 説明会の開催状況、質疑、意見の概要及び事業者の見解 

10.1.1 説明会の開催状況 

説明会は、表 10.1-1 に示す日時で計４回開催し、準備書の概要を参加者に説明しました。 

 

表 10.1-1 準備書に関する説明会の開催結果 

回 開催日時 会場 参加人数 

第１回 
令和５年10月27日（金） 

18:30～20:30 

瀬谷公会堂 

（瀬谷区二ツ橋町190） 
80名 

第２回 
令和５年10月28日（土） 

18:00～20:00 

旭区役所新館２階大会議室 

（旭区鶴ケ峰１丁目４番地12） 
15名 

第３回 
令和５年10月29日（日） 

18:30～20:30 

瀬谷公会堂 

（瀬谷区二ツ橋町190） 
39名 

第４回 
令和５年10月30日（月） 

18:30～20:30 

旭公会堂 

（旭区鶴ケ峰１丁目４番地12） 
26名 

合計 160名 
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10.1.2 説明会における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

各開催日の質疑、意見の概要及び事業者の説明は、表 10.1-2～表 10.1-5 に示すとおりで

す。整理に当たっては、発言順とし、項目欄を設けました。 

なお、「説明会における質疑、意見の概要」及び「事業者の説明」において「旧上瀬谷通信

施設地区土地区画整理事業」は、「土地区画整理事業」、「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事

業」は、「公園整備事業」とそれぞれ記載しています。 

 

表 10.1-2(1） 説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

  

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 
水
循
環 

自然との調和といっているが、なぜ相沢

川を暗渠にするのか。暗渠にするのであ

れば、川幅や深さなど整備内容を教えて

ほしい。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の

施工中の土地を借りて半年間、開催するも

のです。河川は暗渠になりますが、将来公

園となる区間は、横浜市が新たに水辺空間

等を創出する計画です。本博覧会では、そ

れを保全・活用するため、自然との調和し

た計画であると考えます。 

また、暗渠の整備内容については、横浜市

で検討を進めていると聞いています。 

雨水浸透桝の設置などにより地下浸透さ

せるとあるが、駐車場や園路は舗装する

ので、相沢川に流れ込む雨水量は多くな

ると考える。 

また、相沢川は昔からよく氾濫し、今年

も内水氾濫で道路冠水が起きており、不

安を感じている。 

駐車場や園路など本博覧会の施設整備で

は、できる限り雨水を地下に浸透させるな

ど、河川の流量の増加を軽減できるよう努

めます。 

また、横浜市の土地区画整理事業や公園整

備事業では、雨水流出抑制のため、調整池

を整備することになっています。 

Ｂ 

施
工
計
画 

横浜市の土地区画整理事業で公表してい

るまちづくりニュースでは、工事用車両

の走行ルートは東京湾と相模湾の分水嶺

を外して、もっと西側となっている。資

料が古いのではないか。そうであれば、

この環境影響評価が信頼できるのか疑問

である。 

準備書で示した工事用車両の走行ルートに

ついては、北側からアクセスするという考

え方を示したものです。具体的なルートに

ついては、今後、横浜市と調整していきま

す。 

 

 

Ｃ 

輸
送
計
画 

環状４号線は、現状では朝夕に交通渋滞

が発生している。シャトルバスについ

て、何台保有し、どの様な運行計画なの

か。特に、瀬谷駅のシャトルバスの運行

について教えてほしい。 

また、瀬谷駅を発着するシャトルバス

は、現状のバスターミナルを使うのか。 

シャトルバスは、瀬谷駅、三ツ境駅、南町

田グランベリーパーク駅、十日市場駅の４

駅から発着し、一日の延べ台数は約2,600

台となります。瀬谷駅は一日の延べ台数

で、約700台となります。 

シャトルバスの保有台数については、今後

の検討となります。 

瀬谷駅のシャトルバスについては、既存の

バスターミナルを基本に考えていますが、

引き続き、関係事業者等と調整を進めてい

きます。 
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表 10.1-2(2） 説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

  

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｃ 

輸
送
計
画 

環状４号線については、中瀬谷消防署よ

り北側は４車線になるが、南側は２車線

のままだと聞いている。 

車線が４車線から２車線に絞られるの

に、なぜ環状４号線への影響が限定的だ

と評価しているのか。 

自家用車による来場は、北側からが９割、

南側からは１割であると想定しています。 

現在、横浜市が瀬谷地内線及び三ツ境下草

柳線の整備を進めており、南側から来場す

る自家用車は、環状４号線と新しくできる

路線に分散されると考えます。 

自家用車の方面別の分担率や道路の整備状

況などを勘案し、環状４号線への影響は限

定的であると評価しています。 

Ｄ 

輸
送
計
画 

瀬谷駅から会場までのルートは、瀬谷か

ら会場までのシャトルバスだけなのか。

新たな交通システムは導入するのか。 

本博覧会では、瀬谷駅から会場までの主な

交通手段として、シャトルバスの運行を想

定しています。 

新たな交通については、横浜市が引き続

き、検討を進めていると聞いていますが、

本博覧会での活用は想定していません。 

Ｅ 

対
象
事
業
の 

計
画 

来場者数の目標値である1,000万人は過

大であり、想定を下回った場合は赤字と

なって新たに公費が支出されることが懸

念される。来場者数の目標値は何を根拠

として算定したのか教えてほしい。 

多くの人口を抱える首都圏で初めて開催す

る国際園芸博覧会であり、目標である有料

来場者数1,000万人以上は達成できるものと

考えます。 

対
象
事
業
の
計
画 

相沢川を暗渠にし、来場者数1,500万人

という過大な目標を立てている。 

和泉川や相沢川では環境保全団体が子供

たちに水田の体験学習等を行っており、

土地と密接に繋がった市民運動を展開し

ていくことが大事であると考える。 

横浜に残された最後の里山の自然環境を

最大限に生かして、地域住民のための跡

地利用をもう少ししっかり検討してほし

い。 

横浜市は相沢川の水を活用して、保全対象

種の生息・生育環境となる水辺空間等を創

出することになっています。本博覧会では

横浜市と協力しながら、この水辺空間等を

保全・活用するなど、自然環境を最大限活

用するとともに、地域住民の理解と協力が

得られるよう努めていきます。 

Ｆ 

対
象
事
業
の
計
画 

壮大な上瀬谷の自然環境のうち、現在の

草地環境の一部しか保全しないのに、ど

うやって自然を生かした博覧会といえる

のか。 

今からでも河川の暗渠化をやめて、水

田を活かした博覧会にできないのか。 

横浜市は相沢川の水を活用して、保全対象

種の生息・生育環境となる水辺空間等を創

出することになっており、現況の緑地等を

保全するエリアもあります。 

本博覧会でも現在の草地環境を保全した広

場を整備するとともに、新たな植栽も行い

ます。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、この

水辺空間等を保全・活用するなど、「GREEN

×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと

考えています。 
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表 10.1-2(3） 説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｇ 

そ
の
他 

代表者の氏名について、方法書では会長

名だったが、事務総長名に変更している

のはなぜなのか。 

本日の説明会の参加者数が少ないと感じ

ている。開催案内は関係する区の全域に

配布すべきだと考える。 

瀬谷柏尾線など現状では歩道がない道路

があり、交通事故の発生が懸念される。

国際園芸博覧会は、2027年に開催しなく

ても誰も困らない。先ずは道路整備をし

たうえで、次に環境整備という手順を踏

んでほしい。 

事務総長は会長と同様に代表権があり、事

務手続きのときは事務総長名で申請してい

ます。 

説明会の開催案内については、約２万部を

印刷して、対象事業実施区域の周辺に各戸

配布しています。 

また、できるだけ多くの方に知っていただ

くため、博覧会協会ホームページで本日の

スライド等を読み上げた動画や、本日お配

りした資料等をご覧になっていただけるよ

うにしています。 

道路整備については、ご意見として承ると

ともに、横浜市にも伝えます。 

輸
送
計
画 

準備書には、1,000万人以上が来場して

も影響しない、渋滞しないとあるが、仕

事で環状４号線や瀬谷柏尾線を使ってい

るが、もし渋滞が発生したら、営業補償

してもらえるのか。 

開催中の交通については、将来の道路の整

備状況を踏まえ、予測・評価を行っていま

す。会場周辺の主要な交差点おける交差点

需要率等から、交通流に影響を与えるよう

な渋滞は生じないことを確認しています。

交通渋滞に伴って、営業補償を行うという

考えはありません。 

Ｂ 

（
再
質
問
） 

対
象
事
業
の 

計
画 

大門川による高低差が大きい環状４号線

の西側にも駐車場があるが、国際園芸博

覧会のために大門川を全部埋め立てると

いうことか。 

横浜市のまちづくりにおいて、大門川を埋

め立てて平坦にするという計画になってお

り、本博覧会では、駐車場として活用しま

す。本博覧会のための造成ではありませ

ん。 

Ｈ 
そ
の
他 

準備書に記載されている国際園芸博覧会

の目的が理解できない。 

また、説明会は２時間では短すぎる。 

ご要望については、ご意見として承りまし

た。 

 

Ｉ 

生
物
多
様
性 

準備書では、保全対象種の生息・生育環

境の周辺で工事を実施するが、それらの

環境は改変しないと記載してある。ホト

ケドジョウのいる和泉川源流域は改変し

ない計画なのか。 

横浜市によって基盤整備等が実施され、保

全対象種の生息・生育環境等が創出されま

す。本博覧会では、保全対象種の生息・生

育環境等を保全・活用します。 

Ｊ 

そ
の
他 

細谷戸団地前の道路は、現在も多くの車

が往来しており、以前には交通事故もあ

った。 

近隣住民のために道路整備を優先してほ

しい。 

横浜市の土地区画整理事業で拡幅整備する

道路であり、両側に歩道が整備されること

になっています。 

騒
音 

細谷戸団地の北側には営業施設が近接し

ており、騒音の発生が懸念される。静か

に暮らしたいので、営業施設は移動して

ほしい。 

細谷戸団地の北側道路は横浜市の土地区画

整理事業によって拡幅されます。また、営

業施設との間には植樹帯や管理用道路を整

備することになっており、細谷戸団地から

は十分に離隔がとれるようにしたいと考え

ています。 
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表 10.1-2(4） 説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

 

  

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｊ 輸
送 

計
画 

細谷戸団地の前の道路を通らないよ

う、車両の出入口は八王子街道からにす

れば良いと考える。 

ご要望については、ご意見として承りまし

た。 

Ｋ 

騒
音 

騒音レベルが70デシベルと記載されて

いるが、環境への影響としてはどうい

うことになるのか。評価基準が妥当であ

るか知りたい。 

法令等に基づく環境基準に適合していると

いうことです。 

そ
の
他 

環境影響評価審査会とはどのような組織

なのか。審査委員は横浜市の内部から登

用しているのか。 

環境の保全のための措置については、

マニュアル書等が作成されるのか。環

境が維持されていることを確認するた

めには、定期的に評価していくべきだ

と考える。 

横浜市環境影響評価審査会は、市の諮問機

関であり、審査委員は外部有識者等から構

成されています。 

環境の保全のための措置が、確実に履行で

きるよう、ガイドライン等を策定していき

ます。 

Ｌ 
そ
の
他 

国際園芸博覧会を開催することによる経

済的な効果はどの程度だと考えているの

か。 

また、現在の予算以上の支出にならない

ようにしてほしい。 

会場整備などによる経済波及効果は十分に

見込め、日本の経済に好影響を与えると考

えています。 

予算については、効率的で効果的な執行に

努めていきます。 
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表 10.1-3(1) 説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 

施
工
計
画 

施工計画としては、横浜市の土地区画整

理事業で基盤整備し、公園整備事業で園

路等を整備したうえで、博覧会が施設や

植栽等の整備を行うということで良い

か。 

各事業が個別に環境影響評価を行ってい

るのであれば、関係はどうなっているの

か。３事業の工事が重なっている時期で

は、工事による影響は３倍になるのでは

ないか。 

施工計画はその通りです。 

各事業が個別に環境影響評価の手続きを行

っており、横浜市の土地区画整理事業は法

令に基づく手続きであり、公園整備事業及

び本博覧会は横浜市の条例に基づく手続き

です。各事業の環境影響評価においては、

他事業による影響も考慮していますが、実

施時期が異なるので、進捗状況に応じた予

測評価となっています。 

Ｂ 

輸
送
計
画 

程ヶ谷カントリー倶楽部の外周道路につ

いて、抜け道として利用されることを懸

念している。 

また、現状ではゴルフ場の外周道路から

博覧会の会場まで、人の行き来がある

が、開催時にはどの様になっているのか

教えてほしい。 

工事車両や関係車両等の走行ルートとし

て、程ヶ谷カントリー倶楽部の外周道路を

使う計画はありません。周辺住宅地も含

め、抜け道にならないよう、立て看板を設

置するなど、推奨ルートを周知するととも

に、工事関係者等の指導も徹底します。 

着工に向けては、今後、程ヶ谷カントリー

倶楽部や周辺住民等と話し合っていきたい

と考えています。 

本博覧会は有料での開催であり、フェンス

等を設置するので会場区域の通り抜けはで

きません。現状では散策などの通行があり

ますが、本博覧会の工事中、撤去中は、工

事の安全を確保しながら対応を検討するこ

とになります。 

 

Ｃ 
そ
の
他 

程ヶ谷カントリー倶楽部の外周道路から

開催地まで砂利道でつながっているが、

今後どの様になるのか教えてほしい。 

ご指摘の場所は、本博覧会の区域外となり

ます。 

Ｄ 
そ
の
他 

安全な道路を作ってほしい。何十年も道

路舗装が改修されていないので、大きな

トラックが通ると大きい音や振動がす

る。 

また、細谷戸周辺に駐車場がないので、

博覧会とは別に一般の人が利用できる駐

車場を整備してほしい。 

瀬谷みはらし公園にゴミを捨てる人がお

り、毎日ゴミ拾いをしている。博覧会の

来場者等がゴミを捨てないようにしてほ

しい。 

道路整備、駐車場の設置及び瀬谷みはらし

公園へのゴミの廃棄については、ご意見が

あったことを横浜市に伝えます。 

また、本博覧会の来場者が周辺にゴミを廃

棄しないよう周知徹底していきます。 
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表 10.1-3(2) 説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｅ 

そ
の
他 

博覧会の収入源はどうなっているのか。

水循環における有効流出量の増加分につ

いて、税金を使って整備する土地区画整

理事業の調整池で対応するのであれば、

なぜ税金を二重に使って博覧会で雨水貯

留浸透施設等を作るのか。 

建設費については、国、民間、横浜市や神

奈川県などの地方が、それぞれ1/3を負担し

ます。運営費については、主としてチケッ

ト販売が収入となります。 

雨水の河川への流出対策としては、横浜市

が整備する調整池で対応しますが、本博覧

会では、雨水貯留浸透施設等を整備し、環

境への負荷をできるだけ低減させること

で、「GREEN×EXPO2027」に相応しい取り組

みとして国内外に発信していきます。 

地
域
社
会 

目黒交番前の交差点では、立体交差の工

事を行うようだが、交差点需要率を算定

する際に、工事期間中に車線が減少する

ことは予測評価に反映しているのか。 

また、2024年には建設業の週休２日制が

義務化されるようだが、予測評価に反映

しているのか。平日の交通量が増加する

ことを懸念している。 

現時点では、目黒交番前の工事などの詳細

については、明らかになっていないため、

本博覧会の環境影響評価においては、現況

の交差点の条件で工事中の予測評価を行っ

ています。また、建設業に係る制度や運用

についても詳細が明らかになっていないた

め、交通量への反映は行っていません。 

今後、工事を実施する中で対応を検討して

いくことになります。 

Ｆ 

輸
送
計
画 

現状でも中原街道などでは渋滞が発生し

ており、細い道にも迂回する車が入って

くる。工事車両や来場車両を処理できる

か心配だ。博覧会とズーラシアの両方に

行く人もあると考えており、シャトルバ

スの走行もあって、さらなる渋滞が発生

することを懸念している。 

また、東名高速道路との接続が整備され

るという話も聞いているが、周辺道路の

整備状況についても情報提供してほし

い。 

本博覧会の来場者は、多客日では自家用車

が約14,300台であり、そのうち約10,000台

が会場隣接駐車場を利用すると想定してい

ます。来場車両の方面別割合は、北側から

が９割、南側からが１割であり、保土ヶ谷

バイパスや東名高速道路の利用が多いと想

定しています。 

スライドでお示しした通り、横浜市は本博

覧会の開催に向けて、道路拡幅や交差点改

良を進めており、それらを踏まえて予測評

価を行っています。 

本博覧会の開催に向けて、これらの予測結

果を踏まえ、駐車場の予約制度や経路情報

の発信などを行って、抜け道対策も含め

て、来場者の適切な交通誘導を行っていき

ます。 

Ｇ 

生
物
多
様
性 

生物の生息状況について示されている

が、博覧会の工事で環境が改変されて、

動植物がいなくなったらどうするのか。 

本博覧会の会場区域内には、横浜市によっ

て基盤整備等が実施され、保全対象種の生

息・生育環境等が創出されます。本博覧会

では、これらの周辺で施設整備を行います

が、改変は行いません。工事による影響が

出ないよう、十分に配慮するとともに、横

浜市と連携しながら、これらを保全・活用

していきます。 

また、既存樹林地を保全・活用するととも

に、現状の草地環境の一部を保全した広場

も整備し、横浜市に引き継いでいきます。 



 

 

10-8 

表 10.1-3(3) 説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｇ 

温
室
効
果
ガ
ス 

土地を改変したあとの地球温暖化に対す

る影響についてはどう対処するのか。 

できるだけ温室効果ガスを削減していきた

いと考えています。電気については再生可

能エネルギー100％を目指しており、エネル

ギーの地産地消や、太陽光発電なども考え

ています。建築については仮設建築物のレ

ンタル・リースで建設機械の稼働を減らす

などの努力をしていきます。 

Ｈ 

輸
送
計
画
・
地
域
社
会 

準備書資料編に主要渋滞箇所が掲載され

ているが、中原街道の渋滞は考慮してい

るのか。５月の連休にはズーラシアに来

る人たちで渋滞している。 

交通量は調べたということだが、通過に

かかる時間は調べたのか。土日や休日は

横浜青葉インターチェンジも混雑してお

り、30分以内で会場に来ることはできな

いと思う。通過時間について勘案してほ

しい。 

開催時の道路整備状況を踏まえて推計を行

っています。来場者は北側から９割、南側

から１割と想定しています。三ツ境下草柳

線や瀬谷地内線の整備が進み、上川井イン

ターチェンジの交差点も改良されるので、

中原街道の負荷は低減されると想定してい

ます。博覧会の開催時には、推奨ルートを

示すなど運営面でも配慮していきます。 

交通量については、東名高速の渋滞状況

も含め、時間帯ごとの分析を進めている

ところです。 

そ
の
他 

建設資材の高騰や人手不足等が原因で、

大阪関西万博は整備が遅れていると聞い

ており、横浜でも同様の問題が懸念され

る。2027年の開催を延期するという選択

肢はないのか。渋滞で生活に影響がある

ものであれば、規模を縮小してほしい。 

本博覧会は大阪関西万博とは規模や内容が

異なり、建物はレンタル・リースにするな

どの工夫も考えています。 

適切な工期を設定し、2027年の開催が遅れ

ないよう取り組んでいきたいと考えていま

す。 

Ａ
（
再
質
問
） 

そ
の
他 

準備書資料編に掲載されている図は、国

土交通省の神奈川県における主要渋滞箇

所に関する資料から引用したものという

ことだが、環境アセスメントは既存資料

からのデータを使用しても良いのか。事

例はあるのか。 

国土交通省の資料を引用していることで間

違いないです。環境影響評価で既存資料か

らの引用を行うことは認められているし、

過去事例でも既存資料の引用は行われてい

ます。引用したものは、出典を記載してい

ます。 
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表 10.1-4(1) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 

生
物
多
様
性 

生物多様性について、環境保全目標とし

て数値目標は設定しないのか。 

博覧会による騒音は、動物や昆虫などの

生息環境として妥当な目標といえるの

か。 

生物多様性に関する事後調査は行わない

のか。 

本博覧会による生物多様性への影響を考慮

し、環境保全目標を設定しています。数値

目標は設定していません。 

騒音については、法令等に基づく環境基準

を下回ると予測しています。 

本博覧会では、横浜市により創出された保

全対象種の生息・生育環境等を保全・活用

するとともに、環境の保全のための措置を

着実に実施することから、生物多様性につ

いては事後調査を実施しません。 

Ｂ 

生
物
多
様
性 

本日の説明者は、７月と９月に開催され

た横浜市環境影響評価審査会での意見を

把握しているのか。 

審査会では生物多様性については、全改

変され、量も質も変わるので、出来ない

ことは示すべきだという意見があった。

ホトケドジョウの生息環境が残るという

のは飾り言葉に過ぎないと考える。この

準備書に記載されている評価では駄目だ

と思う。 

本博覧会の準備書については、今後、横浜

市環境影響評価審査会に諮ります。７月と

９月に開催された審査会は別事業について

の審査であると認識しています。 

本博覧会では、横浜市の土地区画整理事業

や公園整備事業によって基盤整備された土

地をお借りして開催するものです。 

準備書の評価については、本博覧会が周辺

環境にどのような影響を与え、それに対し

て、どのような措置をとるかという内容と

なっています。 

Ｃ 

輸
送
計
画 

新交通システムや新たなインターチェン

ジは、2027年の開催に間に合うのか。検

討状況を教えてほしい。 

本博覧会では、新交通システムや新たなイ

ンターチェンジを活用することを前提に予

測・評価を行っていません。新交通システ

ムや新たなインターチェンジは、横浜市が

検討を進めていると聞いています。 

 

Ｄ 

水
循
環 

相沢川や和泉川で工事をするようだが、

最近の豪雨では氾濫しそうになってお

り、大丈夫であるか懸念している。 

相沢川、和泉川、大門川では、法令等に基

づき、横浜市が調整池を整備して、雨水流

出抑制を実施することとなっています。 

本博覧会でも透水性舗装や浸透枡等の整備

により、雨水を地下に浸透させることで、

河川への負荷をできるだけ軽減できるよう

配慮しています。 

輸
送
計
画 

博覧会の来場車両は北側からで、調査地

点もすべて瀬谷駅の北側となっている。

南側は大丈夫だと聞いたが、環状４号線

は現状でも渋滞しており、瀬谷柏尾線は

生活道路なので、南側からの交通量の増

加分を吸収できないと思う。日常生活や

物流への影響を懸念している。どこが責

任をとってくれるのか。 

工事用車両の入退場については、主に北側

の八王子街道からのアクセスを想定してい

ます。 

開催中の来場車両については、東名高速道

路や保土ヶ谷バイパスなど北側からのアク

セスが多く、割合としては北側からが９

割、南側からが１割と想定します。 

南側からのアクセスについては、横浜市に

より瀬谷地内線が整備されるので、交通量

が分散して、環状４号線への負荷は低減さ

れると想定しています。 
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表 10.1-4(2) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｅ 
そ
の
他 

博覧会開催後は、自然公園になるのか、

どのようなものになるのか教えてほし

い。 

開催後は、対象事業実施区域のうち会場区

域の一部は、横浜市の公園として整備され

ます。その他は、横浜市の土地区画整理事

業によって、まちづくりが進められると認

識しています。 

Ｆ 

生
物
多
様
性 

生態系への影響を軽減できると予測して

いるが、軽減の程度がわずかなのか、大

幅なのかなどが書かれていない。駐車場

については、透水性のある舗装として

も、草木はなくなってしまうので、影響

が軽減できるとはいえないと考える。 

定量的な評価は難しいですが、横浜市が創

出した保全対象種の生息・生育環境等を改

変せず、保全・活用することや、現況の草

地環境を生かした広場を整備し、横浜市に

引き継ぐことなどから、生態系への影響を

軽減できると考えます。 

Ｇ 

そ
の
他 

高圧の電線等が設置されると、電磁波に

よる生態系や人体への影響が懸念され

る。 

本博覧会は、庭園を主体としたイベントで

あり、通常の範囲での電力需給を考えてい

ます。生態系や人体に影響を与えるような

大量の電気を供給する施設等の設置は想定

していません。 

景
観 

以前と比べると景観が悪くなっているよ

うに感じている。もう少し自然が多く残

るような景観にしてほしい。 

ご要望については、ご意見として承りまし

た。 

Ｈ 
水
循
環 

和泉川は以前よりも水位変動が激しい。

先日の大雨で過去最高水位まで上がって

しまった。博覧会の整備により透水性が

落ち、一気に雨水が川に流れ込むことを

懸念している。雨水を地下に浸透させる

ことが重要であると考える。市民の森を

西の方に広げてほしいと考えており、市

民とともに、時間をかけて森を再生して

いく方向で検討してほしい。 

本博覧会の会場区域については、横浜市と

連携しながら緑化を進め、公園に引き継い

でいきたいと考えています。 

駐車場については、博覧会の開催後は速や

かに撤去して返還することになっていま

す。その後は、横浜市の土地区画整理事業

によって、まちづくりが進められると認識

しています。 

Ｉ 

そ
の
他 

住民等の生活に直接関係する事業なの

に、なぜ横浜市の職員は来ていないの

か。市税を使っていることを考えてもら

いたい。 

説明会については、横浜市の環境影響評価

条例に基づいて開催しており、本博覧会の

事業主体である本協会が実施することにな

っています。説明会でいただいたご意見等

については、環境影響評価審査会でも報告

することとなっています。 

本日の参加者が少ないと考える。博覧会

には興味がないということであり、市全

体でもっとアピールする必要があると考

える。 

いただいたご意見も踏まえ、多くの皆様が

関心を持っていただけるように努めていき

ます。 

地
域
社
会 

上瀬谷小学校の登下校の時間帯に工事用

の大型車両が通過するのは心配だ。歩道

はいつ頃に整備されるのか。 

本博覧会の開催までに横浜市が歩道を整備

すると考えています。 

また、本博覧会の工事の事業者が決まった

段階で、小学校も含めて周辺にお住まいの

皆様のご意見を聞きながら、交通安全対策

等を検討していきたいと考えています。 
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表 10.1-4(3) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｊ 
そ
の
他 

2031年に同じ場所にテーマパークが開か

れるという話を聞いたが、2027年に開催

される博覧会との関連性はあるのか。 

テーマパークについては、横浜市のまちづ

くりの一環で誘致を進めていると認識して

います。本博覧会とは直接、結びつくもの

ではありませんが、今後、テーマパークの

事業者と連携できることがあれば検討して

いきたいと考えています。 

Ｋ 

地
域
社
会 

博覧会会場の西側には、県立の特別支援

学校があって、北側の道路は通学バスの

経路として使っていると思うが、影響は

考慮しているのか。 

今後、事業を進める中で、特別支援学校に

確認して、必要があれば対応していきたい

と考えます。 

Ｌ 

会
場
運
営
計
画 

前横浜市長が、会場でコンサートをやる

と人が来ると話していたが、コンサート

の開催は考えているのか。 

 

 

行催事等の具体的な内容はこれからの検討

となります。 

そ
の
他 

資料の最後に意見書が提出できると書い

てあるが、市庁舎か区役所に行かないと

用紙が入手できない。意見書用紙を説明

会でも配布してほしい。 

意見書の用紙は区役所及び市庁舎で配布し

ているほか、横浜市のホームページからの

電子申請も可能となっています。 

環境影響評価の手続きについては、資料に

記載されている横浜市の環境影響評価課に

ご確認ください。 

Ｍ 

生
物
多
様
性 

生物多様性についは、広大な草地と樹

林、谷戸と水辺があってはじめて生物多

様性が保たれると考える。準備書の評価

はおかしいと思う。 

本博覧会では、仮設の庭園や建物等を整備

しますが、影響を軽減できるよう、環境の

保全のための措置を実施していきます。 

そ
の
他 

博覧会の問題点を公表していくべきだと

考える。そうすれば、説明会の参加者も

増えると思う。 

環境影響評価準備書の内容については、説

明会を開催するだけでなく、協会のホーム

ページなどで広く周知し、市民の皆様等か

らのご意見をいただいて、事業に反映させ

ていきたいと考えています。 
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表 10.1-5(1) 説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 

輸
送
計
画 

渋滞予測には、博覧会に従事する工事関

係者や従業員等の通勤車両は考慮されて

いるのか。 

瀬谷駅から会場までは、歩きか自家用車

しかないと考えるが、どのような形で通

勤するのか。 

工事関係者や従業員等については、輸送計

画の中で考慮されていますが、通勤の時間

帯までは整理できていません。詳細につい

ては、今後の検討となりますが、通勤には

公共交通の利用を中心に考えています。 

なお、現状でも細谷戸団地までのバスはあ

るので、今後、事業者との調整等も考えて

いきます。 

Ｂ 
そ
の
他 

公園整備事業に対して意見書を提出した

が、博覧会の環境影響評価には反映され

ないのか。 

予測・評価で活用した調査結果は、どん

なデータを使ったのか。 

土地区画整理事業や公園整備事業とは、

同じ場所で同様の工事をするのに、情報

共有できているのか。 

公園整備事業に対する意見書は、本博覧会

の環境影響評価への意見書としては取り扱

えません。 

土地区画整理事業や公園整備事業での調査

結果を活用しています。また、景観など本

博覧会が独自に調査を行ったものもありま

す。 

本博覧会では、横浜市と情報共有しながら

事業を進めています。 

Ｃ 

対
象
事
業
の
計
画 

施設配置計画図は、開催中の博覧会のレ

イアウトを示しているのか。 

主な環境配慮事項及び公園に引き継ぐ施

設の図は、博覧会開催後のレイアウトな

のか。 

施設配置計画図については、開催中のレイ

アウトを示しており、主な環境配慮事項及

び公園に引き継ぐ施設の図については、開

催後に公園に引き継ぐ施設等を示していま

す。 

園路の形状や配置など詳細については、引

き続き、検討を進めているところです。 

Ｄ 

対
象
事
業
の
計
画 

協会の理事・幹事から、この場所の自然

を生かした博覧会にしてほしいという意

見があったようだが、この意見は反映し

ているのか。 

 

 

本博覧会では、現況の自然を生かした整備

を計画しています。 

そ
の
他 

横浜市の「旧上瀬谷通信施設土地利用基

本計画デザインノート」の意見募集で

は、何も作らず現状の自然を生かしてほ

しいという意見が最も多かった。横浜市

は、博覧会やテーマパークは基本計画で

決まっているので、意見は取り入れない

と回答していた。 

開催を望んでいない市民が一定数いるの

で、博覧会協会は、規模の縮小、場所の

変更、開催の延期など、横浜市に対し

て、市民の不安を払拭するような意見を

言えないのか。 

 

「旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザ

インノート」については、将来のまちづく

りについて、横浜市が意見募集したもので

あると認識しています。 

本協会としては、対象事業実施区域で国際

園芸博覧会を開催することを想定していま

す。 
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表 10.1-5(2) 説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｂ
（
再
質
問
） 

植
栽
地
管
理
計
画 

海外からの植物は、どのように管理をす

るのか。 

法令等を遵守するということだが、適

切、慎重ということに関して、市民の認

識とずれがあると感じる。具体的にわか

りやすく示してほしい。 

海外からの植物については、関係法令等に

適合した適切な管理を行います。 

ご要望については、ご意見として承りまし

た。 

Ｅ 

そ
の
他 

説明会について、４日間連続で全て夕方

からの実施はやめてほしい。土日は日中

で、一般の方も来られる時間帯にしてほ

しい。 

会場確保の都合により、このような日程と

なりました。 

ご要望については、ご意見として承りまし

た。 

輸
送
計
画 

自家用車について、北側から６割・南側

から４割と想定して予測できないか。渋

滞を起こさない来場者数として、500万

人程度を前提として環境影響評価をやり

直してほしい。 

首都圏での開催であることを考慮し、有料

来場者数を1,000万人以上と想定しており、

北側からの来場車両が多くなると予測して

います。根拠のない割合で予測することは

できません。 

生
物
多
様
性 

公園整備事業の環境影響評価によると、

調整池４は、水が涸れてしまうので、生

き物は死滅してしまう。 

調整池４は横浜市が、生物の生息・生育に

寄与するものを整備することになってい

る。 

本博覧会では、横浜市が整備したものを保

全・活用するということになります。 

Ａ
（
再
質
問
） 

そ
の
他 

条例による説明会はもうないのか。 

環境影響評価に関わらず、今後、国際園

芸博覧会として、市民に対する説明会は

行われるのか。横浜市の事業も含め、３

事業を通して説明してほしかった。 

条例に基づく環境影響評価に関する説明会

はありません。また、現時点で博覧会協会

として予定している説明会はありません。 

ご要望については、ご意見として承りまし

た。 

 

Ｃ
（
再
質
問
） 

対
象
事
業
の
計
画 

駐車場・バスターミナルは、全てアスフ

ァルト舗装にするのか。開催後はどうな

るのか。 

駐車場・バスターミナルの舗装について

は、できるだけ透水性を確保することを想

定しています。開催後は速やかに解体・撤

去して、横浜市の土地区画整理事業に返還

することになります。 

  

Ｂ
（
再
質
問
） 

輸
送
計
画 

徒歩等で来場する人は、６パーセントと

記載されているが、どこを起点に会場に

アクセスするのか。周辺の地域とは、ど

のくらいの距離を想定しているのか。 

歩道が非常に狭いので、混雑して安全性

が損なわれることを心配している。 

過去の博覧会の傾向などを踏まえて、周辺

の地域から徒歩等で来る割合を推計してい

ます。 

周辺地域については、一般的に徒歩等で来

場できる距離を想定しています。 

徒歩による来場については、周辺の整備さ

れた歩道を想定していますが、安全に来場

できるよう、引き続き、検討していきま

す。 
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表 10.1-5(3) 説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｆ 
そ
の
他 

条例に基づく説明会はこれで終わりとい

うことだが、事業計画を見直したうえで

説明会をやり直してほしい。 

評価書の前にも説明会を開催してほし

い。博覧会だけでなく、関連３事業が連

携して説明会を開催してほしい。 

横浜市の条例に基づいて手続きを進めてお

り、説明会をやり直すことは考えていませ

ん。 

今後は、縦覧期間中の意見書や、審査会で

のご意見を踏まえ、事業計画に反映し、評

価書としてとりまとめ、公告・縦覧するこ

とになります。 

Ｇ 

地
域
社
会 

開催時の交通量を予測する際は、道路拡

幅や交差点改良などを考慮しているの

か。 

地点２の近くに事業所があるが、工事中

の需要率が限りなく1.0に近い予測とな

っている。これは最大の値なのか。 

出退勤時間をずらすと記載されているが

どういうことを想定しているのか。 

開催時における道路の整備状況等を考慮し

て予測・評価を行っています。 

工事中の需要率は、一般の交通量が最も多

い時間帯に、工事用車両の台数を考慮して

予測しています。 

混雑を緩和するため、工事の従事者に時差

を設けて出退勤を働きかけることを想定し

ています。 

Ｈ 
そ
の
他 

博覧会協会が開催した共創キックオフミ

ーティングでは、植物の出展料が無料に

なっていたのはなぜか。 

キックオフということで、一例を示してい

るものであり、今後、詳細について検討を

進めていきます。 

Ｂ
（
再
質
問
） 

水
循
環 

和泉川流域は、直前の天気によって流れ

や流量が変わるような環境である。杭を

打つのが少ないから影響はないと言われ

ても、納得いかない。 

和泉川の周辺は、東京湾と相模湾の分水

界であり、起伏を変えることによって影

響が出ることを懸念している。 

建築物はレンタル・リースとし、帯水層を

遮断するような規模・深さの基礎を設置す

ることは想定していません。 

本博覧会の整備では、大規模な造成は行わ

ず、現況の地形を活かすため、影響は少な

いものと考えています。 
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10.2 準備書に対する意見書の概要及び事業者の見解 

横浜市環境影響評価条例に基づき、「２０２７年国際園芸博覧会 環境影響評価準備書」に対

し、43 通の意見書（延べ意見数 77 件）が提出されました。意見項目と意見数は、表 10.2-1 に

示すとおりです。 

意見の内容と事業者の見解は、表 10.2-2（1）～（44）に示すとおりです。なお、整理にあ

たっては、意見書は原則として原文を記載していますが、個人情報等は「（伏字）」と表現して

います。新聞の切り抜き、写真等は、著作権保護の観点から掲載していません。また、内容を

可能な範囲で項目別に分類し、整理しています。 

なお、「事業者の見解」において「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業」は、「土地区画

整理事業」、「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業」は、「公園整備事業」とそれぞれ記載し

ています。 

 

表 10.2-1 意見項目と意見数 

意見項目 意見数 

事業計画 事業方針 9 件 

 会場計画 9 件 

 運営計画 8 件 

 輸送計画 13 件 

 関連事業との関係 1 件 

 施工計画 2 件 

環境影響評価 生物多様性 4 件 

 水循環 5 件 

 地域社会 7 件 

 環境影響評価手続 3 件 

その他 説明会 5 件 

 中止の要望 5 件 

 誘致の経緯 2 件 

 会議の公開 1 件 

 事業評価 1 件 

 情報提供の依頼 1 件 

 道路整備 1 件 

合計 77 件（意見書 43 通） 

注１：複数の項目に該当する意見があるため、各項目の意見数の合計と 延べ意見数の 

合計は一致しないことがあります。 
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表 10.2-2(1) 意見書の内容と事業者の見解(1) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

花博のために上瀬谷の環境を破壊しないでくだ

さい。 

今ある自然を残すため樹木の伐採をしない 

川をコンクリートで埋めない 

花博を中止または最小限の規模で実施する 

 

横浜市はみどり税までとって緑の手入れをして

いるのに、なぜ花博で環境破壊しようとするの

ですか？テーマパーク作るための地上げです

か？利権はやめてください。 

手付かずの自然は未来のために残すべきです。

たった６ヶ月、しかも横浜市のはじっこという

辺鄙な場所でディズニーランド並みの集客は無

謀です。 

 

上瀬谷は今ある自然を残してください。 

テーマパークではなく自然公園やキャンプ場に

するといいです。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。有料来場者数については、過去の博覧会の

実績及び首都圏の後背人口などから１千万人を

想定しています。横浜市は現況の緑地等をでき

るだけ保全するとともに、相沢川は暗渠になり

ますが、将来公園となる区間は、横浜市が新た

に保全対象種の生息・生育環境等を創出する計

画です。本博覧会でも現在の草地環境を保全し

た広場を整備するとともに、新たな植栽も行う

ことから、自然と調和した計画であると考えま

す。本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地

や保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用

するなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧

会にしたいと考えています。 

なお、本博覧会の開催後は、横浜市はテーマ

パークを核とした複合的な集客施設の立地を目

指し検討を進めています。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

デザインとコンセプトの問題だと思います。 

豊かな自然と調和するSDGsに則った花博にして

欲しいと思います。 

コンクリートに囲まれたテーマパークのような

博覧会はうんざりです。 

土と草のにおいがする中で、世界の色々な花が

見られたら最高だと思います。 

そして、木陰にテーブルと椅子があり、アイス

コーヒーを飲んだりソフトクリームを食べたり

できれば、とっても楽しい休日を満喫できるの

では？ 

バリアフリーにも配慮してほしいです。 

 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、横浜市が新たに保全対象種の生

息・生育環境等を創出する計画です。本博覧会

でも現在の草地環境を保全した広場を整備する

とともに、新たな植栽も行うことから、自然と

調和した計画であると考えます。本博覧会では

横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種の生

息・生育環境等を保全・活用するなど、「GREEN

×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと考え

ています。 

会場整備については、多くの来場者・利用者

が安全で快適に博覧会を楽しめるよう、園路や

建物などのバリアフリーに配慮します。 

なお、本博覧会の運営等に関するご要望につ

いては、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

瀬谷の素晴らしい自然環境と桜並木を花博のた

めに損なうことは本末転倒です。都会の近くに

残された豊かな自然は金銭に換えられない貴重

な価値を持っています。丸ごと保全して将来の

世代に引き継ぐことが地球環境と次世代に対す

る現在の市民と行政の責任と考えます。自然環

境や桜並木を破壊して行う花博などあまりにも

馬鹿げています。公共の財産を損なって一部の

企業が利益を上げるそのような事業を行政が後

押しし、税金を使うことは市民への背任であり

許されません。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、横浜市が新たに保全対象種の生

息・生育環境等を創出する計画です。本博覧会

でも現在の草地環境を保全した広場を整備する

とともに、新たな植栽も行うことから、自然と

調和した計画であると考えます。本博覧会では

横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種の生

息・生育環境等を保全・活用するなど、「GREEN

×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと考え

ています。 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(2) 意見書の内容と事業者の見解(2) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

 （前ページからの続き） 

本博覧会協会としては、適切な運営により、

魅力的で上瀬谷らしい博覧会にして、多くの方

にご来場いただき、ご満足いただけるよう努め

てまいります。 

なお、海軍道路（環状４号線）の桜並木につ

いては老朽化が進んでおり、横浜市が植え替え

によって再生を進めると聞いています。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

花博だけでなく、関内駅前の高層ビル建設にし

ても、 

大規模な再開発で地域振興を図る方法は、効果

の期待できない時代遅れのやり方になってい

る。 

一部の企業の目先の利益のための計画は即刻止

めて、地に足の着いた市民の暮らしを豊かにす

る持続可能な方法を根本から考え直すべきだ。 

ここにつぎ込む巨額の予算があるなら、公共交

通の整備・運賃値下げなどに使った方が「自然

と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創

造」ができるのではないか？ 

そもそも緑地をつぶして「花と緑のあふれる暮

らし」を謳ったイベントを開催するなど矛盾し

ている。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、横浜市が新たに保全対象種の生

息・生育環境等を創出する計画です。本博覧会

でも現在の草地環境を保全した広場を整備する

とともに、新たな植栽も行うことから、自然と

調和した計画であると考えます。本博覧会では

横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種の生

息・生育環境等を保全・活用するなど、「GREEN

×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと考え

ています。 

本博覧会協会としては、適切な運営により、

魅力的で上瀬谷らしい博覧会にして、多くの方

にご来場いただき、ご満足いただけるよう努め

てまいります。 

なお、本博覧会の開催後は、横浜市は公共交

通の整備を含め、テーマパークを核としたまち

づくりを目指し検討を進めています。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

「2.6生物多様性の保全」には「本博覧会では、

生態系の中心である植物の自然資本財としての

多様な価値を再認識、活用するとともに、自然

との共生や時間・空間を含めたシェアがもたら

す幸福感を可視化することを目指していま

す。」とあります。しかし、博覧会の会場を作

るために、もともと現地に存在している生態系

を壊すことに変わりはありません。環境に不可

逆的な損害を与えてまで、持続が不可能な博覧

会を開く必要が果たしてあるのか疑問に感じま

す。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、横浜市が新たに保全対象種の生

息・生育環境等を創出する計画です。本博覧会

でも現在の草地環境を保全した広場を整備する

とともに、新たな植栽も行うことから、自然と

調和した計画であると考えます。本博覧会では

横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種の生

息・生育環境等を保全・活用するなど、「GREEN

×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと考え

ています。 
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表 10.2-2(3) 意見書の内容と事業者の見解(3) 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

グリーンインフラの考え方に強い違和感を抱い

ている。 

①旧上瀬谷通信施設地区の自然環境特性の継承

と向上 

まとまりのある樹林や、谷戸地形、生息する生

物といった既存の自然環境をできる限り保全・

活用し、さらにそのポテンシャルを向上させま

す。また、コモンズ等で体現する自然との共生

の場、自然を通じたコミュニティ形成の場の基

盤を形成します。 

計画に当たっては、微細な地形分析による流域

と水系の保全と活用、既存樹木の保全や雨水浸

透を生かした緑陰や施設の配置、環境シミュレ

ーションの実施による会場内温熱環境の把握と

卓越風の活用などについての検討を行い持続可

能な都市基盤のモデルとなる会場をつくります 
 
とあるが、これまであった谷戸地形などは、先

行する土地区画整理事業の方で、相沢川は暗渠

化され切り回され、ほとんど跡形なく造成（盛

土・切土）がなされ、水田などもなくなる。既

に改変された場所を利用するに過ぎない事業者

が、積極的に既存の自然環境をできるだけ保全

活用し、さらにそのポテンシャルを向上させる

機会はないはずである。 

従って、この部分は削除していただきたい。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、相沢川は暗渠になりますが、将来

公園となる区間は、横浜市が新たに保全対象種

の生息・生育環境等を創出する計画です。本博

覧会でも現在の草地環境を保全した広場を整備

するとともに、新たな植栽も行うことから、自

然と調和した計画であると考えます。本博覧会

では横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種

の生息・生育環境等を保全・活用するなど、

「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたい

と考えています。 

ご要望については、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

[２]横浜市民の声、特に近隣住民の声を聞いて

計画に反映させて欲しい。説明会では現状の自

然を残したいという意見が多かった。区画整理

事業での全面的改変の後では環境の保全はでき

ないことは明白であるにも関わらず、影響は小

さい、環境は保全される、など無責任な答弁ば

かりであった。今からでも環境保全の見地か

ら、花博の縮小を含めた計画の全面的見直しを

市に働きかけて欲しい。 

横浜市の環境影響評価条例では、事業者自らが

対象事業が環境に及ぼす影響について事前に調

査・予測・評価を行い、その結果を公表し、市民

や市長等から意見を聴くなどの手続を通じて、適

切な環境保全対策等を検討し、事業計画に反映さ

せることになっています。 

本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基づい

て手続きを進めており、この準備書意見見解書に

ついても、公告・縦覧されます。また、過去の博

覧会の実績及び首都圏の後背人口などから、本博

覧会は適切な規模であると考えます。多くの方々

に来場していただけるよう、機運の醸成と魅力的

なコンテンツ作りなどに取り組んでいきます。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

[６]CO2を削減し地球温暖化を止めようという声

は日増しに大きくなってきている。それと逆行

するような、例えば、樹木を伐採し、草地を消

滅させ、水循環を改変する花博は花博の精神に

反するのではないでしょうか。そうならないよ

うに、できれば花博の縮小、園芸種ではない野

生植物の博覧会、自然保護区のような博覧会に

するように今から舵を切ることはできないでし

ょうか。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。相沢川と大門川については、本博覧会の開

催までに暗渠になると聞いています。横浜市は

現況の緑地等をできるだけ保全するとともに、

相沢川については、将来公園となる区間は、横

浜市が新たに保全対象種の生息・生育環境等を

創出する計画です。本博覧会でも現在の草地環

境を保全した広場を整備するとともに、新たな 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(4) 意見書の内容と事業者の見解(4) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

 （前ページからの続き） 

植栽も行うことから、自然と調和した計画であ

ると考えます。本博覧会では横浜市と協力しな

がら、緑地や保全対象種の生息・生育環境等を

保全・活用するなど、「GREEN×EXPO2027」に相

応しい博覧会にしたいと考えています。 

本博覧会では環境影響評価項目として水循環

（湧水の流量、河川の流量）を選定し、本博覧

会の整備前と開催中の雨水流出量の変化につい

て算出し、予測評価を行っています。 

なお、本博覧会の運営等に関するご要望につ

いては、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

事
業
方
針 

 

意見2 「対象事業の目的及び基本認識(環境影

響評価準備書準説明会資料P9)」を数段階ブレー

クダウンすべきである 

 

補足2.1 「地域・経済の創造」はアクセス拠

点・会場に至るルートごとに明確にすべきで

ある。会場内と地域は分けて考えるべきであ

る 

補足2.2 「社会的な課題解決への貢献」は交通

集中など予想される負の課題を含むべきであ

る 

補足2.3 会期終了までに実現できる課題、会期

終了後も継続する課題を明確にすべきである 
 

添付１：「環境影響評価準備書説明会資料」P9、（本文「環

境影響評価準備書準」P2-4） 

 

国際園芸博覧会は、国際的な園芸・造園の振

興や花と緑のあふれる暮らし、地域・経済の創

造や社会的な課題解決等への貢献を目的に開催

します。 
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表 10.2-2(5) 意見書の内容と事業者の見解(5) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 
 

開発計画の総論では「開発対象地域の自然が

非常に貴重なもの」と捉え保全することを謳っ

ています。これは大変妥当であり敬意を表しま

す。しかし、実際に打ち出されている計画で

は、あまりにもその言葉に合致しない内容にな

っていると言わざるを得ません。 

自然保全を考える時、水は重要な要素であっ

て、私たちヒトにとっても植物は勿論、野生の

生物にとっても生きていくうえで水は必須であ

ります。 

水に関連したことについて3点の具体的要望が

あります。 

1点目、相沢川を多自然工法等により、これを

「より自然度の高い川」に改修すべきと考えま

す。 

川の暗渠化では川は死んでしまいますし、多

額の工事費がかかります。現在の相沢川は3面コ

ンクリートです。多自然工法等により、これを

「より自然度の高い川」に改修すべきです。幸

いにも相沢川の源流域は現在も谷戸の状態が保

たれていて、比較的安定した水の供給が可能で

す。 

2点目、『環境保全ゾーン』に水田を設定して

頂きたい。大谷戸は瀬谷区最後の水田のある谷

戸です。私たちは14年に亘って「冬みず田ん

ぼ」で稲作を行ってきました。水田は豊かな生

態系を生み出し、日本の原風景・谷戸としても

貴重であり、「環境教育」の絶好のフィールド

にもなります。「賑わいゾーン」の水田ととも

に『環境保全ゾーン』にも水田を設置してくだ

さい。 

3点目、開発対象の全域にわたって雨水の浸透

を図ってください。私は約20年間、毎日東山の

水辺で和泉川の水位を中心に、水質調査・水生

生物観察を続けています。近年の激しい異常気

象にも影響されて水位が非常に不安定になり、

それに従って生物多様性が弱まっています。東

山の水辺では本年2月、「瀬切れ」が14日、「干

上がり」は8日もありました。この地域の河川水

のおよそ半分は開発対象地域からの湧水です。

開発対象の全域にわたって雨水の浸透を図って

ください。さらに計画されている「日本庭園」

は池のある庭園としてください。それにはホト

ケドジョウ等和泉川源流域に生息する魚類も生

息できますし、池から地下水脈への浸透だけで

なく和泉川水位が低下したときには放流も可能

になります。 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、相沢川は暗渠になりますが、将来

公園となる区間は、横浜市が新たに保全対象種

の生息・生育環境等を創出する計画です。具体

的な整備内容については、横浜市が検討を進め

ていると聞いています。本博覧会では横浜市と

協力しながら、緑地や保全対象種の生息・生育

環境等を保全・活用するなど、「GREEN×

EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと考えて

います。 

本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基づ

いて手続きを進めており、環境影響評価項目と

して開催中の水循環（河川の流量）を選定し、

予測評価を行っています。本博覧会の駐車場や

園路などの施設整備では、できる限り雨水を地

下に浸透させるよう努めます。 

なお、主催者庭園や参加者庭園等の具体的な

整備内容については、引き続き、検討を進めて

いきます。ご要望については、ご意見として承

ります。 
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表 10.2-2(6) 意見書の内容と事業者の見解(6) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

（前ページからの続き） 

湧水は森から供給されます。涵養林としての

森の再生は必須です。どんぐり苗などの植樹な

どで、多くの横浜市民が森再生に参加できるよ

うになります。 

瀬谷区の「災害用井戸」の水も瀬谷区で最も

海抜の高いこの地域から供給されています。 

地球レベルで異常気象が発生している現在、

環境間題は単なる理想論ではなく、対処すべき

今日的な重要課題になっています。 

次世代のために、より良い自然を引き継いで

いきたいものです。 

 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

◎細谷戸地区から 歩行者が歩いて入場出来る 

入口をお願いします。 

◎今でも 散歩してる 健康の為に お願いし

ます。歩く人がいます。 

＜関連する添付資料を、巻末５に掲載＞ 

 

◎旧上瀬谷通信施設７７年前日本の基地でし

た。◎細谷戸地区私たち住民永く住んでます。 

◎道路整備が悪く排水も詰まり、事故事件と毎

日が苦しんでます。 

＜関連する添付資料を、巻末６に掲載＞ 

対象事業実施区域の周辺については、本博覧

会の開催までに横浜市が道路の整備を実施する

ことになっており、歩道や排水施設等も整備す

ると聞いています。 

なお、入口の設置など、本博覧会に関するご

要望については、ご意見として承ります。それ

以外のご要望については、横浜市をはじめとす

る関係機関等にお問い合わせください。 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

会場計画に関して 

準備書ｐ.2-22 

「現存する草地環境の保全・活用区域」が小さ

すぎます。 

今（2023年12月）ならまだ、橫浜市の土地区画

整理事業・公園整備事業で破壊されていない草

地がたくさんあります。 

今からでも、「SDGsに反する、国際園芸博覧

会」といわれないために、 

橫浜市に土地区画整理事業と公園整備事業の見

直しを求め、アセスをやり直して、 

真にSDGsに叶う花博にすべきと意見します。 

グリーンウオッシュ花博なんて、橫浜市民とし

て恥ずかしい。 

どうか、上瀬谷の自然を、花博協会として守る

方向に橫浜市を動かしてください。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、横浜市が新たに保全対象種の生

息・生育環境等を創出する計画です。本博覧会

でも現在の草地環境を保全した広場を整備する

とともに、新たな植栽も行うことから、自然と

調和した計画であると考えます。本博覧会では

横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種の生

息・生育環境等を保全・活用するなど、「GREEN

×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたいと考え

ています。 

本博覧会については、横浜市の環境影響評価

条例に基づいて手続きを進めています。横浜市

の土地区画整理事業及び公園整備事業の環境影

響評価手続は完了しています。 
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表 10.2-2(7) 意見書の内容と事業者の見解(7) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

長年この地域で野鳥観察をしてきて、瀬谷の基

地跡地は開発するべき場所ではなく、奇跡的に

残された保全するべき緑地であると私は捉えて

います。自宅の郵便受けに投げ込まれていた

「2027年国際園芸博覧会環境影響評価準備書の

概要等について」を読みました。ずいぶんいろ

んなことを考えておられるのだなと感心しまし

た。これで実際に生態系への影響が軽減される

（影響があることは確かということか）のかど

うか私にはわかりませんが、気づいたことを書

きます。 

 

・駐車場について(p.2－p.3,p.8,p.12) 

 

6000台分の駐車場は大きすぎます。「駐車場内

に滞留できるスペースを確保する」と書かれて

いますが、そんなにたくさん来たら、駐車場へ

行く前に渋滞で大変です。「駐車場の事前予約

を導入する」ならもっとずっと狭い駐車場で足

ります。上限台数を減らし、車で来ないように

伝えればいいです。 

 

「できる限り透水性の素材で構成するなど、雨

水の地下浸透量の確保に努める」と書かれてい

ますが、踏み固められた土は水の浸透を阻みま

す。これだけ広範囲の土をなぜ覆い隠してしま

おうとするのか、どうして土を生かそうとしな

いのか理解できません。それに「開催後に撤去

する」のであれば狭いほうが効率がいいです。 

将来やるかもしれないテーマパークを見据えて

の開発なら、度を越した見切り発信です。まだ

決まっていないはずです。もしテーマパークに

するなら農業に関するものにしてはどうか、と

いうような要望が何年か前に日本野鳥の会神奈

川支部から出ていたと思いますが、どうなりま

したでしょうか？私はこの件には関係していま

せんが、要望には賛同します。人間が人間らし

く生きていくために、今いちばん必要なテーマ

だと思います。 

本博覧会の駐車場については、会場隣接駐車

場として自家用車と団体バスを合わせて約6,000 

台分を設置する計画で検討しています。また、

多客日等においては、自家用車を駐車する会場

外駐車場（パークアンドライド駐車場）を約

4,000台設置して、会場外駐車場と会場を往復す

るシャトルバスを運行する計画です。本博覧会

としては、過去の園芸博覧会の実績等を参考に

しながら、パークアンドライド駐車場を含めて

駐車場を予約制にするなど運営方法等を工夫す

ることで、しっかりと対応していきます。 

 

横浜市は本博覧会の開催に向けて、道路拡幅

や交差点改良を進めており、本博覧会の工事

中、開催中及び撤去中において、交通流に影響

を与えるような渋滞は生じないと予測していま

す。輸送計画については、渋滞を回避、低減で

きるよう、ハード・ソフト両面で検討を進めて

いきます。 

 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会では環境影響評価項目として水循

環（湧水の流量、河川の流量）を選定し、本博

覧会の整備前と開催中の雨水流出量の変化につ

いて算出し、予測評価を行っています。 

駐車場・バスターミナルの舗装については、

できるだけ透水性を確保することを想定してい

ます。開催後は速やかに解体・撤去して、横浜

市の土地区画整理事業に返還することになりま

す。 

なお、本博覧会の開催後は、横浜市はテーマ

パークを核とした複合的な集客施設の立地を目

指し検討を進めています。本博覧会の運営等に

関するご要望については、ご意見として承りま

す。 
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表 10.2-2(8) 意見書の内容と事業者の見解(8) 

 

 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

2027年国際園芸博覧会環境影響評価準備書につ

いての環境の保全の見地からの意見 

10月下旬のNHKの時論公論という番組で、大阪

万博についてとりあげていましたが、その中で

環境に配慮し成功した2005年愛知万博のことが

引用されていました。当時、博覧会国際事務局

(BIE)は、“現代社会の要請に応えられる今日的

なテーマ”を掲げ、地球規模の課題解決の場に

と博覧会の位置づけを変えました。これを受け

開かれたのが2005年愛知万博です。開催予定地

でオオタカの営巣が確認され開催への反対運動

もあり、会場面積を大幅に縮小、“環境問題へ

の対応”を打ち出しました。この自然の叡智テ

ーマの「環境万博」は、目標を上回る来場者数

となり、BIEは「祝意と賛辞」を宣言、高く評価

しました。番組では、万博の意味を本質的に掘

り下げ、開催の意義を説明することこそ、今求

められているとしています。2027年国際園芸博

覧会開催地とその周辺には、豊かな自然環境と

生態系が残っていることが環境影響評価準備書

でも確認されており、それを守りさらに広めて

いくきっかけの国際園芸博覧会のはずです。以

前、林市長時に「開発のための起爆剤」と国際

園芸博覧会を位置づけ、開催後はテーマパーク

建設が予定され、関連して道路建設も予定して

いることには大いに抵抗を感じます。国際園芸

博覧会は人の手で緑・植物を育む国際園芸協会

の博覧会と理解します。自然破壊が世界的にさ

けばれる中、博覧会の準備から後片付け、その

後の土地利用に至るまで、行っていることが緑

を育み自然を守ることにつながるのか、常にそ

こに立ち返って考えることが必要です。また、

そうした具体的取り組みをしていることを人々

に知らせることも必要です。この趣旨から以下

の意見を述べます。 

○まず、多種の絶滅危惧種、豊かな自然環境・

生態系保護の観点から、愛知万博同樣、規模の

縮小・開催地面積の縮小を求めます。 

草原地帯の周辺に大量の箱物があり、時論公論

でも指摘されていましたが、現在は世界各地で

新技術等の見本市が開かれ、広く報道された

り、インターネットでも見ることができるの

で、自然を破壊してまで大量の箱物をつくるの

は時代遅れのやり方で、箱物を最小限に抑え、

現存する緑を残してください。 

 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。過去の博覧会の実績及び首都圏の後背人口

などから、規模は適切であると考えます。横浜

市は現況の緑地等をできるだけ保全するととも

に、横浜市が新たに保全対象種の生息・生育環

境等を創出する計画です。本博覧会でも現在の

草地環境を保全した広場を整備するとともに、

新たな植栽も行うことから、自然と調和した計

画であると考えます。本博覧会では、展示植栽

等への薬剤等の使用はできるだけ抑制します。

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や保

全対象種の生息・生育環境等を保全・活用する

など、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会に

したいと考えています。 

また、駐車場等については、透水性・保水

性・遮熱性舗装等を可能な限り導入してヒート

アイランド現象の抑制に向けた取組を進めると

ともに、植栽等による修景を行って、緑化に努

めます。 

 

本博覧会の対象事業実施区域については、横

浜市の土地区画整理事業により土地の改変等が

実施され、横浜市が保全した緑地や本博覧会で

整備する現在の草地環境を保全した広場等を除

き、造成地の状態となっています。隣接する瀬

谷市民の森等の樹林域との隣接部においては、

多数の来場者が長時間に亘って滞在することが

想定される施設はできるだけ配置しないよう配

慮した計画とします。 

なお、建築物の高さや本博覧会の運営など、

ご要望については、ご意見として承ります。道

路の通り抜けなど、それ以外のご要望について

は、横浜市をはじめとする関係機関等にお問い

合わせください。横浜市の土地区画整理事業及

び公園整備事業の環境影響評価における事後調

査では、生物多様性に関する調査を行うことに

なっています。 
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表 10.2-2(9) 意見書の内容と事業者の見解(9) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

（前ページからの続き） 

草原地帯周辺部の箱物によって猛禽類やキ

ジ、小鳥類が狩や身を隠すのに利用している多

数の樹木が伐採されてしまうと、人間にとって

も台風などの暴風や冬の北風、夏の直射日光な

どをさえぎるものがなくなってしまうことにも

なります。箱物を抑え緑を残すことは、博覧会

国際事務局(BIE)の意思にも沿い、現在の資材高

騰や労働力不足の状況にも寄与すると考えま

す。箱物の予定地になっている環状4号線沿いか

ら広場の南部、東部にかけて植えられている

木々や、広場の北から東へ植えられている木々

や林の塊は草原地帯と同樣に残してください。 

庭園・園路についても同じようなことが言

え、インターネットでCGでつくった庭園を紹介し

たり、VRゴーグルで見ることは十分できると思う

ので、大規模な庭園、大量の庭園や園路はや

め、横浜市内最後の草原地帯と草原性生物の生

息環境を残すとともに大量の資材や労働力を必

要としないことが、今日的なやり方だと思いま

す。 

このような工夫をすることで、広大な駐車場

や道路建設も必要なくなり、貴重な自然や原風

景を残してください。 

○農薬には配慮する予定のようですが、農薬は

使用しないでください。猛禽類の保護、生態系

全体を保全してください。 

○駐車場を小さくし植生を施してください。 

駐車場を小さくし公共交通機関やシャトルバ

スの利用を勧めることもAIPH(国際園芸家協会)

が主催者に求めるサステナビリテイ(持続可能

性)戦略に応えることになります。また、設置す

ることが必要な箱物については駐車場面積の中

へ移設することで現存する緑を残し、やはりサ

ステナビリテイ(持続可能性)戦略にも応えるこ

とになります。同時に駐車場の地面は舗装せず

ヒートアイランド化しないよう工夫し、植生の

ある形にしてください。 

○園路はP,2-24の地図に青線で表示されている

「来場者の主動線」のみに限定し広大な草原地

帯を残してください。 

大量の園路を草原地帯に張りめぐらせると、ヒ

バリ、キジ等の繁殖・生息、猛禽類の狩等に被

害を与え、生態系全体の破壊につながります。 

○大量の人々を一挙に草原地帯に流入させない

でください。営巣地はヒナが巣立つまで立ち入

り禁止区域にしてください。 

 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(10) 意見書の内容と事業者の見解(10) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

（前ページからの続き） 

大量の人々をなんの制限もなく草原地帯に流

入させると、生物の生息・繁殖・狩、生態系自

体に大きなダメージを与えます。草原地帯への

散策人数を季節(時期)時間帯などで制限するな

ど草原地帯への流入人口数を抑える方策を実施

してください。これにより、猛禽類の狩やキジ

や小鳥類の子育てなどができ、共生可能にして

ください。 

具体例 草原地帯への散策時間は、正午～午

後3時まで(夏季5月下旬から8月下旬は午後4時ま

で)など、鳥類が活動的な時間帯は避けるように

する。 

また、草原内に営巣している場所は巣立つま

で人が近寄れないように立ち入り禁止区域にす

る。 

○道路について。国道16号から南へ伸び細谷戸ハ

イツの東側へ抜ける道路は細谷戸ハイツの北東

部のあたりで通り抜けできないように見えます

が(P2-19 図2-6など)、ひきつづき車、オートバ

イの通り抜けができないようにしてください。 

この場所は細谷戸ハイツ北側にある草原地帯と

東側にある草原地帯とを結びつけるとても重要

な場所で、キジや哺乳類などがどちらの草原地

帯にも往来できるようにできるだけ面積を広く

とり、緑化して生物が身を隠し安心して往来で

きるようにしてください。あるいは車等を通す

なら地下を通してください。 

また、準備・片付け時、同じ道路の国道16号か

ら入り南へ伸びる部分を建築資材等の運搬にも使

う予定のようですが、オオタカやフクロウの生

息、繁殖に影響がないか再確認をお願いします。 

○草原地帯に高い建造物、電線を建てたり敷設

することはやめてください。猛禽類の狩などに

支障をきたします。 

地図中の建物の高さ、電線については準備書

では確認できなかったのですが平屋を基本と

し、電線は地下を通してください。 

○テーマ「幸せを創る明日の風景」について。

多くの人が、上瀬谷通信施設の跡地とその周辺

の自然をそのまま残してほしいと願っていま

す。自分の愛する自然や風景、猛禽類などの生

き物を追い立てられ、だめにされるようなこと

をされて、いくらきれいな庭園を見せられても

幸せではありません。CG、インターネット、VR

ゴーグル等の活用により、自然や生物にダメー

ジを与えないでください。 
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表 10.2-2(11) 意見書の内容と事業者の見解(11) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

①基本方針を「自然環境重視の博覧会」として

ください 

準備書を見ると、開催地とその周辺は多種多

数の動植物が確認され、草原を中心とした独特

で豊かな生態系が残っている貴重な自然環境で

あると認識しています。 

2005年に行われた愛知万博では開催地における

希少種オオタカに配慮しメイン会場の位置の変

更や開発面積を縮小し、大きく環境に配慮した

形で行われました。その結果540ヘクタールが切

り開かれる予定だった里山は保全され、現在

「海上の森」として愛知県を代表するような多

様な生物が生息する都市近郊林として市民に親

しまれています。これを手本として、開催方法

及び跡地利用について「自然環境重視(生物多様

性の保全を重視)の花博」としてください。 

②生態系保全ゾーンを設けてください。 

生態系への影響を考慮すると計画地の中に生

態系保全ゾーンを設置することが望ましいと考

えられます。準備書の「図2-4 旧上瀬谷通信施

設地区の土地利用計画と本博覧会の区域」によ

れば保全ゾーン(人が立ち入らない区域)の設置

がありません。集客の分散、駐車場の縮小など

の工夫で使用面積を縮小し、生態系保全ゾーン

を設置してください。 

⑥和泉川源流を保全してください。 

現在庭園が計画されている地区は和泉川の源

流部でもあります。下流の自然環境への影響も

大きい地区です。大規模な庭園は源流部の自然

環境を大きく損なうものと思います。自然環境

の保全を重要課題として日本人の原風景でもあ

り、また生物の多様性にもつながる里山環境(草

地・小川・雑木林・場合によっては水田など)を

デザイン(保全・創造)してください。また除草

剤などの農薬は河川への影響を考慮して使用を

避けてください。 

以上 日本野鳥の会神奈川支部 （伏字） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。過去の博覧会の実績及び首都圏の後背人口

などから、規模は適切であると考えます。横浜

市は現況の緑地等をできるだけ保全するととも

に、相沢川周辺の谷戸地域及び和泉川源流域に

おいて、新たに保全対象種の生息・生育環境等

を創出する計画です。本博覧会では、この創出

した範囲は、生物の生息・生育環境保護エリア

とし、ロープ柵等を設置することで、樹林地内

や水辺の利用を制限し、人と自然環境との距離

が適切に確保されるよう計画します。隣接する

瀬谷市民の森等の樹林域との隣接部において

は、多数の来場者が長時間に亘って滞在するこ

とが想定される施設はできるだけ配置しないよ

う配慮した計画とします。本博覧会でも現在の

草地環境を保全した広場を整備するとともに、

新たな植栽も行うことから、自然と調和した計

画であると考えます。また、本博覧会では、展

示植栽等への薬剤等の使用はできるだけ抑制す

るとともに、使用する場合には、魚毒性の低い

ものを選定します。本博覧会では横浜市と協力

しながら、緑地や保全対象種の生息・生育環境

等を保全・活用するなど、「GREEN×EXPO2027」

に相応しい博覧会にしたいと考えています。 

なお、本博覧会のテーマは「幸せを創る明日

の風景 ～Scenery of the Future for Happiness

～」です。本テーマには、一人ひとりが心に

「幸福感を深める」ための種を自分の意志で蒔

き、これを人や環境との関わりの中で育み、生

命力にあふれ、個性豊かに、多彩な花を咲かせ

ること、それが豊かさを深める社会の風景であ

る、という思いを込めています。また、テーマ

を展開し、具現化するための切り口として、４

つのサブテーマを設定します。 
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表 10.2-2(12) 意見書の内容と事業者の見解(12) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

③恒久的な大型建造物は極力少なくしてくださ

い。 

紙準備書「図2-6会場区域内の施設配置図」に

は営業施設など現在は草原環境をとなっている

地区に多くの建造物が計画されています。草原

はこの地域の自然環境の特徴でもあります。自

然環境を重視した跡地利用の観点から恒久的な

建造物は避けてください。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会で整備する施設の多くは仮設施設

であり、公園整備事業で整備する建築物や園路

等を除き、本博覧会開催後、速やかに撤去し、

横浜市に返却します。また、本博覧会で整備し

た植栽等の施設の一部は公園に引き継ぎます。

駐車場、バスターミナルについては、会場区域

と同様に、横浜市の土地区画整理事業による造

成、基幹インフラ等の整備が完了した後、整備

を行い、本博覧会開催後、速やかに撤去し、横

浜市に返却します。 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

④駐車場を縮小してください。 

駐車場が必要以上に広いと感じます。上記し

た草原環境に予定されている建造物を駐車場予

定地に移し駐車場の面積を縮小してください。

また同時に自然環境に配慮し駐車場は舗装せず

ヒートアイランド現象を引き起こさないよう工

夫し、公共交通機関やシャトルバスの利用も勧

めてださい。 

過去の博覧会の実績及び首都圏の後背人口な

どから、駐車場も含め、本博覧会の規模は適切

であると考えます。会場周辺の混雑緩和のた

め、会場隣接駐車場に必要台数を確保するとと

もに、来場者へ公共交通機関の利用を促進しま

す。駐車場については、会場隣接駐車場として

自家用車と団体バスを合わせて約6,000台分を設

置する計画で検討しています。また、多客日等

においては、自家用車を駐車する会場外駐車場

（パークアンドライド駐車場）を約4,000台設置

して、会場外駐車場と会場を往復するシャトル

バスを運行する計画です。過去の園芸博覧会の

実績等を参考にしながら、パークアンドライド

駐車場を含めて駐車場を予約制にするなど運営

方法等を工夫することで対応していきます。 

また、駐車場等については、透水性・保水

性・遮熱性舗装等を可能な限り導入してヒート

アイランド現象の抑制に向けた取組を進めると

ともに、植栽等による修景を行って、緑化に努

めます。 

事
業
計
画 

会
場
計
画 

 

⑤現状の植生を保存してください。 

現状の植栽や樹林を保存してください。主に

環状4号線沿いから広場の南部、東部にかけての

植栽、広場の北から東の植栽や樹林です。 

これらの樹木は建造物の設置場所や駐車場の

南部になってしまう予定のように見えますが、

鳥類(小鳥類、猛禽類、キジなど)が身を隠し休

息する場所にもなっています。大量の建造物を

なくし、現状の植栽や樹林を残すことは持続可

能性の取組でもあり、ヒートアイランド現象を

防ぐことにもつながります。 

本博覧会の駐車場・バスターミナルについて

は、横浜市の土地区画整理事業により土地の改

変等が実施されますが、横浜市は現況の樹木等

はできるだけ保全すると聞いています。 
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表 10.2-2(13) 意見書の内容と事業者の見解(13) 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

③（その他） 準備書１０章の「表１０．１－

４（４）質問者Ｌ項目その他」で、環境への影

響が大きいとなれば「環境影響評価の手続き」

の中で市民や審査会の意見を踏まえて計画を改

善していくと記述してあります。一方、「表１

０．１－４（３）質問者Ｊ事業計画」での事業

費の意見に対して「「建設費３２０億円、運営

費３６０億円で試算しているが、引き続き精査

する」と述べていますが、最後に「本博覧会の

運営は本博覧会協会で行う事になっている」と

いう文言が付け加わっています。大阪万博のよ

うに事業費が大幅に上振れしても、事業費の問

題は同協会が対応し、横浜市民の意見を反映さ

せる仕組みは作らないのですか。この園芸博覧

会は国の事業だからというのであれば、有料入

場者数が１０００万人に届かず、運営費に大幅

な赤字が出た場合はもちろん、今後開催までの

期間に行われるであろう様々な博覧会宣伝イベ

ントへの市税の使用はやめてください。それら

の費用は博覧会協会の責任で、国税なり会員企

業からの強制寄付等で負担する策を早急に協会

に考えさせてください。 

環境影響評価は、事業者自らが対象事業が環

境に及ぼす影響について事前に調査・予測・評

価を行い、その結果を公表し、市民や市長等か

ら意見を聴くなどの手続を通じて、適切な環境

保全対策等を検討し、事業計画に反映させる制

度です。有料来場者数については、過去の博覧

会の実績及び首都圏の後背人口などから１千万

人を想定しています。事業費については、建設

費には、国、民間、横浜市や神奈川県などの地

方自治体が、それぞれ３分の１ずつ負担し、運

営費は、主としてチケット販売が収入となりま

す。本博覧会協会としては、適切な運営によ

り、魅力的で上瀬谷らしい博覧会にして、多く

の方にご来場いただき、ご満足いただけるよう

努めてまいります。 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

会場計画（動線計画）に関して。  

準備書ｐ.2-24  

来場者出入口が、一カ所しかありません。  

多客日に10万人が訪れ、その日に関東大震災並

みの大地震が起きた場合と、 

パビリオンで火災が発生した場合の、避難計画

はどうなっていますか？ 

２０２７年国際園芸博覧会基本計画（2023年1

月）では、推進計画において、大規模自然災害

や火災などのリスク管理について記載し、総合

的な危機管理を目指していくこととしていま

す。準備書に記載している会場区域内における

動線計画図については、来場者の主動線及び出

入口の考え方を示したものであり、具体的な緊

急用動線については検討を進めているところで

す。準備書においても目的・用途に沿って来場

者用動線、管理用動線、緊急用動線等に分けて

整理することとしています。引き続き、全ての

参加者が安心して参加できる博覧会の運営に取

り組んでいきます。 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

2、いまのままの想定有料来場者数では、本当に

それだけ人が来たら大渋滞。 

人が来なかったら大赤字です。 

コロナ前の予測では危険です。 

想定有料来場者数を見直し規模の縮小を求めま

す。 

 

3、また、具体的な数字（後背人口が4000万人だ

から、ではなく）で有料来場者数の根拠を示し

て下さい。 

 

有料来場者数の想定については、博覧会の規

模や開催期間等を前提として、国内の地域ごと

の居住人口、開催地までの距離、道路や鉄道な

どの交通アクセスの状況を総合的に考慮した、

数学的な推計モデルに基づいた算定を行ってい

ます。多くの方々に来場していただけるよう、

機運の醸成と魅力的なコンテンツ作りなどに取

り組むとともに、適切な運営を行っていきま

す。 

輸送計画については、横浜市は本博覧会の開

催に向けて、道路拡幅や交差点改良を進めてお

り、本博覧会の工事中、開催中及び撤去中にお

いて、交通流に影響を与えるような渋滞は生じ

ないと予測しています。 
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表 10.2-2(14) 意見書の内容と事業者の見解(14) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

事業者は来場者数を半年で1000万人と想定して

いる。この想定により、当初に比べ駐車場バス

ターミナルの面積を大幅に増やすしかなく今回

の準備書では計画上42.9haも確保しなければな

らない。会場区域に対して半分以上の57％、全

体に対しても36％以上が駐車場関連のスペース

である。ふつう考えれば自然豊かな駐車場など

というものはないわけだから、この一事を見て

も、環境への負荷が大きいイベントを計画して

いることが解る。そもそも、想定来場者数の確

度とはいかほどのものなのであろうか？ 

これは、運営費を単価3000円程度の入場料で賄

うためにはじき出された根拠のない数字なので

はないだろうか？ 

私の知り合いに聞いても、上瀬谷で計画されて

いる園芸博のことを知っている人はまれであ

る。開催されたら行くかと聞くと、興味ない、

との答えである。我々下々の庶民にとって、こ

のイベントは、認知度も訴求力も全然高くない

のではないか？そこで第一の提案だが、まず

は、しっかりした世論調査を実施して、どれく

らいの来場者があるのか、把握してほしい。も

ちろん不確定性や、その時々の社会状況での変

動はあるだろうが、それすらやっていないで、

いきなり1000万人のイベント開催などやっては

いけない。一方で1000万人を遥かに超える来場

者が来ても、駐車場のキャパシティは超え、隣

接道路の渋滞は必定、騒音など含め静かに暮ら

している近隣住民への負荷は限りない。会場の

南に隣接するのは団地を含めた普通の住宅街で

ある。また、例えばシャトルバス運行などにお

いては、現況の交通事情からかけ離れた現実味

の低い想定による事前評価がなされているよう

にもみえる。一方、来場者が少ないと、赤字に

なり、その負担は最終的には市民に覆いかぶさ

ることになるだろう。Y150がコケた事例も記憶

に新しいところだ。どちらに転んでも、普通の

生活道路に囲まれている上瀬谷に1000万人の来

場者を想定するイベントに幸せな未来はない。

そこで、第二の提案は、入場料を3000円程度、

等とせずに、もっと高額のイベントにして、入

場者数を思いっきり絞り込めばよいのではない

か？富裕層のみが金を落としてくれるイベント

にして、開催規模をもっと縮小する（入場者数

は現計画の1/10以下）のである。環境負荷を低

減し、一方で赤字イベントにさせないための唯

一の方法と考える。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や

保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用す

るなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会

にしたいと考えています。有料来場者数の想定

については、博覧会の規模や開催期間等を前提

として、国内の地域ごとの居住人口、開催地ま

での距離、道路や鉄道などの交通アクセスの状

況を総合的に考慮した、数学的な推計モデルに

基づいた算定を行っています。多くの方々に来

場していただけるよう、機運の醸成と魅力的な

コンテンツ作りなどに取り組むとともに、赤字

とならないよう、適切な運営を行っていきま

す。 

横浜市は本博覧会の開催に向けて、道路拡幅

や交差点改良を進めており、本博覧会の工事

中、開催中及び撤去中において、交通流に影響

を与えるような渋滞や、周辺の生活環境に著し

い影響を及ぼすような騒音は生じないと予測し

ています。 

駐車場については、会場隣接駐車場として自

家用車と団体バスを合わせて約6,000台分を設置

する計画で検討しています。また、多客日等に

おいては、自家用車を駐車する会場外駐車場

（パークアンドライド駐車場）を約4,000台設置

して、会場外駐車場と会場を往復するシャトル

バスを運行する計画です。本博覧会としては、

過去の園芸博覧会の実績等を参考にしながら、

パークアンドライド駐車場を含めて駐車場を予

約制にするなど運営方法等を工夫することで、

しっかりと対応していきます。 

なお、本博覧会の運営等に関するご要望につ

いては、ご意見として承ります。 
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表 10.2-2(15) 意見書の内容と事業者の見解(15) 

 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

意見4 「表2-8:類似事例の実績(「環境影響評

価準備書」P2-25)」に来場者数等を追記すべき

である 

補足4.1 来場者数(実績)を追記すべきである 

補足4.2 入場料収入の予算・実績を追記すべき

である 

補足4.3 国外からの来場者数(予定・実績)を追

記すべきである 

 
添付１：「環境影響評価準備書」P2-25 

 

本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基づ

いて手続きを進めており、準備書には同条例に

基づく手続きを進めるうえで必要となる事項を

記載しています。ご要望については、ご意見と

して承ります。 

 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

意見l2 予算厳守で対象事業を実施すべきであ

る 

補足12.1 予算増大はより大きな環境破壊に通

じると認識すべきである。現在の予算は何時

のものか明確にすべきである 

補足12.2 予算増大の可能性ある場合は、予算

に納まるまで対象事業を縮小すべきである 

本博覧会の事業費は過去の事例を参考に、課

題を分析した上で、適切な収支運営が図られる

よう収支計画を策定しています。また、想定入

場者数を確保するために、多くの人に来ていた

だける魅力的な博覧会にするよう検討していま

す。 

なお、事業費については、２０２７年国際園

芸博覧会基本計画（2023年１月）において、会

場建設費は320億円、運営費は360億円を見込ん

でいます。 

ご要望については、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

・周辺環境に配慮した行催事の実施について

(p.4) 

 

地図で示された３カ所の周辺環境に配慮した行

催事が実施される予定の場所のうち、いちばん

右の円で囲まれた箇所は森に近すぎます。この

周辺に「多数の来場者が長時間に亘って滞在す

る」ことを考え、ここは無いほうがいいです。 

 

・準備書にはありませんが下記が必要と思いま

す 

瀬谷市民の森や上川井市民の森の周辺と、p.5の

地図で言う動植物調査地域内で打ち上げ花火を

やらない 

対象事業実施区域内の野猫の保護（横浜市や民

間団体などの協力を得られると思います） 

行催事等の具体的な内容はこれからの検討と

なりますが、環境への影響をできるだけ回避、

低減できるよう適切なルールを設定します。 

なお、本博覧会の開催後は、横浜市はテーマ

パークを核とした複合的な集客施設の立地を目

指し検討を進めています。本博覧会の運営等に

関するご要望については、ご意見として承りま

す。 
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表 10.2-2(16) 意見書の内容と事業者の見解(16) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

運
営
計
画 

 

国際園芸博覧会 構想 

クラスAl(最上位)クラス(AIPH承認+BIE認定) 

参加者数1500万人 

・地域連携やICT(情報通信技術)活用などの多様

な参加形態を含む 

・有料来場者数:1,000万人以上 

市民は、こんなに来ないと思っている。 

 

̈最上位の国際園芸博覧会(Al)̈オランダアルメ

ーレ市(約60ha)̈2022年 

約40ヵ国参加予定̈約200万人想定̈成長する緑の

都市～Growing Green Cities～◆ 

 

横浜市令和4年令和4年度予算第一特別委員会03

月18日一12号 

giji.city.yokohama.lg.jp/tenant/yokohama/Mi

nuteView.htm1?council_id=889&schedule_id=13

&is_search=false&view_years=2022 

 

https://gikaichukei.city.yokohama.lg.jp/g07

_Video_View.asp?SrchID=4870 

＜質疑の引用については、巻末４に掲載＞ 

1000万人こなければ赤字になり市民に負担を負

わせる。山中市長の答弁は無責任すぎる。これ

はBIEに申請を出す前。市長、市の幹部の責任は

重い。 

また土地の区画整備事業においても保留地の売

買締結は花博後で、これでは、事業ができない

のではないか。安く売られる可能性大。市の負

担がいくらになるかわからない。 

大阪と同じ。 

有料来場者数については、過去の博覧会の実

績及び首都圏の後背人口などから１千万人を想

定しています。 

本博覧会の事業費は過去の事例を参考に、課

題を分析した上で、適切な収支運営が図られる

よう収支計画を策定しています。また、想定入

場者数を確保するために、多くの人に来ていた

だける魅力的な博覧会にするよう検討していま

す。 

なお、横浜市はテーマパークを核とした複合

的な集客施設の立地を目指し検討を進めていま

す。 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

シャトルバスの詳細を今後検討しているとしな

がら、交通量予測には大型車の時間帯別通行量

が入っています。それを元にバス発着各駅に必

要なバス乗り場の数や待機列の想定図は作れる

はずにも関わらず準備書にありません。各駅滞

留人数の予測もありません。 

準備書の前段階で、市長意見書でも、環境影響

評価審査会でも、輸送計画の詳細を求められて

いました。この準備書は横浜市の要求する水準

を満たしていないので再提出してください。 

環境影響評価準備書は、現時点で想定される

来場者の予測等をもとに記載しています。ま

た、横浜市環境影響評価審査会での意見等を踏

まえ、シャトルバス発着駅におけるバス乗り場

や待機場所の想定及び、滞留人数の予測につい

ては、環境影響評価書に記載します。輸送計画

の詳細については、引き続き、道路管理者やバ

ス事業者等との調整を進めています。なお、本

博覧会については、横浜市の環境影響評価条例

に基づいて手続きを進めています。 
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表 10.2-2(17) 意見書の内容と事業者の見解(17) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

◎交通渋滞 減へらす  

＜関連する添付資料を、巻末５に掲載＞ 

 

 

 

 

輸送計画の詳細については、引き続き、道路

管理者やバス事業者等との調整を進めていま

す。横浜市は本博覧会の開催に向けて、道路拡

幅や交差点改良を進めており、本博覧会の工事

中、開催中及び撤去中において、交通流に影響

を与えるような渋滞は生じないと予測していま

す。輸送計画については、渋滞を回避、低減で

きるよう、ハード・ソフト両面で検討を進めて

いきます。 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

輸送計画に関して。  

準備書ｐ.2-29、30 

多客日は自家用車が14300台とありますが、準備

書ｐ.2-25，26には駐車場は自家用車が5400台と

あります。 

駐車場が足りないままに花博を開催すること

は、環境の保全の見地から重大な欠陥であると

考えます。 

来場者数の見直しをはかるか、駐車場が十分な

台数を確保できない場合は、花博の中止、確保

できるまで延期をすべきと意見します。 

 

なお。 

この意見があったにも拘わらず、現況計画のま

ま花博を強行し、大渋滞を招いた際は、責任は

誰がとりますか。教えてください。 

駐車場については、会場隣接駐車場として自

家用車と団体バスを合わせて約6,000台分を設置

する計画で検討しています。駐車場台数につい

ては、これまで日本で開催された３回の園芸博

覧会（国際花と緑の博覧会、淡路花博及び浜名

湖花博）の実績等を踏まえて、会場隣接駐車場

は概ね2回転すると想定しています。また、多客

日等においては、自家用車を駐車する会場外駐

車場（パークアンドライド駐車場）約4,000台設

置して、会場外駐車場と会場を往復するシャト

ルバスを運行する計画です。本博覧会として

は、過去の園芸博覧会の実績等を参考にしなが

ら、パークアンドライド駐車場を含めて駐車場

を予約制にするなど運営方法等を工夫すること

で、しっかりと対応していきます。 

なお、横浜市は本博覧会の開催に向けて、道

路拡幅や交差点改良を進めており、本博覧会の

工事中、開催中及び撤去中において、交通流に

影響を与えるような渋滞は生じないと予測して

います。 

ご要望については、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

地域社会  

準備書ｐ.6.10-65，66 

シャトルバス乗り換えに関して。 

鉄道駅における待機場所に関して、 

「十分な待機場所を確保」 

「約千人～３千人/時（想定）」 

とありますが、三ツ境駅、瀬谷駅、十日市場駅

を利用する市民としては、 

「どこに数千人をバス待ちできる場所があるね

ん」と思います。 

 

1、三ツ境駅はバスターミナル自体が狭く、１時

間に数千人待機の場合、バスは一台50人くらい乗

車として、捌くのに千人で20台のバスが必要で

す。仮に道路待機するにしても、真夏に数千人が

涼しく待機できる場所はありません。もしあると

いうのでしたら図や写真で示してください。 

（次ページに続く） 

環境影響評価準備書は、現時点で想定される

来場者の予測等をもとに記載しており、輸送計

画の詳細については、引き続き、道路管理者や

バス事業者等との調整を進めています。また、

横浜市環境影響評価審査会での意見等を踏ま

え、シャトルバス発着駅におけるバス乗り場や

待機場所の想定及び、滞留人数の予測について

は、環境影響評価書に記載します。 

２０２７年国際園芸博覧会基本計画（2023年1

月）では、推進計画において、猛暑などのリス

ク管理について記載し、総合的な危機管理を目

指していくこととしています。引き続き、全て

の参加者が安心して参加できる博覧会の運営計

画となるよう取り組んでいきます。 

なお、本博覧会は横浜市の環境影響評価条例

に基づいて手続きを進めており、やり直すこと

は考えていません。 
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表 10.2-2(18) 意見書の内容と事業者の見解(18) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

（前ページからの続き） 

2、十日市場駅は通学時間帯はとても混みます。

１時間に数千人待機の場合、バスは一台50人く

らい乗車として、捌くのに千人で20台のバスが

必要です。十日市場駅は、真夏に数千人が涼し

く待機できる場所はありません。もしあるとい

うのでしたら図や写真で示してください。 

3、瀬谷駅のバスターミナルは日陰ですが、瀬谷

駅周辺の道路は二車線が中心。春秋の「瀬谷フ

ェス」「広場開放」「はらっぱ開放」において

相沢周辺でものすごい渋滞に遭遇したことがあ

ります。１時間に数千人待機の場合、バスは一

台50人くらい乗車として、捌くのに千人で20 台

のバスが必要です。日陰はありますが真夏に数

千人が涼しく待機できる場所はありません。も

しあるというのでしたら図や写真で示してくだ

さい。 

 

4、1～3、三駅に関して、真夏に数千人が涼しく

待機できる場所があるというのでしたら図や写

真で示してほしいと回答を求めましたが、その

ような場所を現在具体的に示せない場合は、来

場者の命の危険があると思います。シャトルバ

スによる「約千人～３千人/時（想定）」という

想定を今すぐ見直しアセスをやり直してくださ

い。 

 

5、私はここに、現在のシャトルバス輸送計画ア

セスは不十分であるとの指摘を意見しました。

十分納得できる回答がなく花博に突入し被害者

が出た場合、国際園芸博覧会協会が責任を取り

被害者に補償することを確約してください。 

 

以上5点に回答を求めます 

 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

意見l 対象事業の計画を明確にして、再度の環

境影響評価・説明会を実施すべきである 

 

補足1.1 通称上瀬谷ライン建設が頓挫して来場

者の大量輸送は困難と判断する。 

シャトルバスによる輸送計画は「表6.10-36:

シャトルバスの発着駅の概要(環境影響評価準

備書P6.10-66)」、「図6.10-12:駅からシャト

ルバスへの乗り換え時の対策等(イメージ)(環

境影響評価準備書」P6.10-66)」から実現性は

不明確である。 

 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。シャトルバスなど輸送計画の詳細について

は、引き続き、道路管理者やバス事業者等との

調整を進めています。本博覧会は横浜市の環境

影響評価条例に基づいて手続きを進めており、

再度の環境影響評価に係る説明会を開催するこ

とは考えていません。 
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表 10.2-2(19) 意見書の内容と事業者の見解(19) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

  （前ページからの続き） 

「図1.8-4:シャトルバスの発着駅の現況図(環

境影響評価準備書資料編Pl.8-44・45)」を見

ても想定規模での実現は疑問である。予定の

集客が困難ならば対象事業を中止あるいは縮

小すべきである 
添付１：「環境影響評価準備書」P6.10-66 表6.10-36 

 
 

添付２：「環境影響評価準備書」P6.10-66図6.10-12 

 
 

添付３：「環境影響評価準備書資料編」P1.8-44・45 図1.8-

4（一部） 

 
 

補足1.2 対象事業と他事業の関係が不明確と認

識する。 

対象事業実施後に公園事業を進める場合、

直ちに公園事業を進める場合の環境負荷の差

を明確にすべきである。対象事業の環境負荷

が大きいならば対象事業を中止あるいは縮小

すべきである 

補足1.3 計画遂行する場合に生ずると思われる

具体的な問題は以下に述べる 
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表 10.2-2(20) 意見書の内容と事業者の見解(20) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

意見5 大量輸送手段を欠く状況下の具体的な輸

送計画を明確にすべきである。 

 

補足5.1 「図2-12:自家用車の主な走行ルート

(「環境影響評価書準備書」P2-30)」によれ

ば、自家用車は武相分水界を通過させて東側

から進入する。ルートは特異(東京湾・相湾分

水界)な地形を通過するので環境に与える影響

は大きい。それに伴い水系に変化をきたさな

いことも明確にすべきである。 

他事業であったとしても対象事業が利用する

ことは明白であり、全体計画が明確になるま

で着手は遅らせるべきである 

補足5.2 パークアンドライドが機能するための

方策を明確にすべきである 

補足5.3 横浜市域は会場の東側にも、神奈川県

域は会場の西側にも広がる。会場周辺の駐車

場に停車したいのは運転者心理と思うが、道

路上での入場待ちやパークアンドライド駐車

場への振り分けを明確にすべきである 

 
添付１：「環境影響評価準備書」P2-30 図2-11 

 

自家用車の主な走行ルートは、環状４号線、

市道五貫目第33号線、瀬谷地内線を主なルート

とし、横浜市の土地区画整理事業の区域内にお

いては、同事業で整備する区域内道路を活用す

ることを想定しています。自家用車及び団体バ

スは、会場に隣接する駐車場を利用しますが、

多客日等においては、自家用車を駐車する会場

外駐車場（パークアンドライド駐車場）を設置

して、会場外駐車場と会場を往復するシャトル

バスを運行する計画です。多客日等への対応と

しては、周辺の交通量などを踏まえ、交通混雑

に配慮しながら、会場隣接駐車場を最大限有効

に稼働させるとともに、パークアンドライド駐

車場を含めて駐車場を予約制にするなど運営方

法等を工夫することで、対応していきます。 
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表 10.2-2(21) 意見書の内容と事業者の見解(21) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

意見6 「表2-9:交通機関別分担率(「環境影響

評価準備書」P2-30)」中の徒歩等で来場する人

の来場可能な範囲を明確にすべきである。 

説明会の質間に対する回答(「説明会の開催状

況、質疑、意見の概要及び事業者の説明」Pl8最

下段)は具体性を欠いた。記録されていないが更

問に「起点は瀬谷・三ツ境・南町田駅か？」

「十日市場駅！」。さらに「公共交通機関を利

用して欲しい！」「６％と書いてあるが？」と

進んだ(注:確認願う) 

 

補足6.1 十日市場駅から約6km、三ツ境から約

4.5km(野境道路経由)、南町田駅から約4km(東

名IC前経由)、徒歩等で来場困難なことを明確

にすべきである 

補足6.2 瀬谷駅から2km強、徒歩等で来場可能

な範囲であることを明確にすべきである 

補足6.3 ゆえに徒歩等で来場可能な範囲は約

2km以内と明確にすべきである。瀬谷区内も相

鉄線以南は約2kmを超えるので来場可能な範囲

に含まれないことを明確にすべきである 

補足6.4 もし徒歩等で来場可能な範囲が約2km

以内で不適当ならば、何km程度が適当か明確

にすべきである。輸送計画全体に影響する 

 
添付１：「環境影響評価準備書」P2-30 

 
 

添付２：「説明会の開催状況、質疑、意見の概要及び事業者

の説明」P18 最下段 

 
 

添付３：「環境影響評価準備書」P2-34 

 

過去の博覧会の傾向などを踏まえて、周辺の

地域から徒歩等で来場する割合を推計していま

す。本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基

づいて手続きを進めており、準備書には同条例

に基づく手続きを進めるうえで必要となる事項

を記載しています。 

ご要望については、ご意見として承ります。 
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表 10.2-2(22) 意見書の内容と事業者の見解(22) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

意見7 徒歩等で来場する人６％は現実味がない

ことを明確にすべきである。理由は歩行距離、

道路事情に加えて夏季の暑熱である。６％は来

場者数l500万人ならば90万人、1000万人ならば

60万人であり、それだけの人の移動は困難であ

る 

 

補足7.1 気候等を加味して歩行困難と考える期

間を想定、数値(6%)を減少すべきである 

補足7.2 瀬谷区の人口は約12.2万人、全区民が

徒歩等で来場と仮定すると約7.3回転・約4.9

回転になり非現実的である。しかも瀬谷区の

東南端は約6kmであり、徒歩等で来場できる住

民は半減するだろう。 

距離を加味して数値(6%)を減少すべきである 

補足7.3 「徒歩による来場については、周辺の

整備された歩道を想定していますが、安全に

来場できるよう、引き続き、検討していきま

す」とする。 

海軍道路・八王子街道から外れると整備され

た歩道は少ない。集団が入場ゲートから連続

して安全に歩ける区間を明確にして、数値

(6%)を減少すべきである 

補足7.4 徒歩等による来場の数値(6%)減少分

は、他の輸送手段へ振替えて計画を見直すべ

きである 

過去の博覧会の傾向などを踏まえて、対象事

業実施区域である瀬谷区や旭区も含め、周辺の

地域から徒歩等で来場する割合を推計していま

す。 

ご要望については、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

意見8 シャトル発着駅別の輸送計画を明確にす

べきである(意見1補足1.1参照) 

 

補足8.1 徒歩等で来場する人の数値(6%)の減少

分を加味して輸送計画を見直すべきである 

補足8.2 発着駅別に来場者を明確にすべきであ

る 

補足8.3 発着駅周辺の環境整備を明確にすべき

である 

補足8.4 特に三ツ境駅からのルートを明確にす

べきである 

 

意見１補足1.1参照 

 

シャトルバス発着駅におけるバス乗り場や待

機場所の想定など、輸送計画の詳細について

は、引き続き、道路管理者やバス事業者等との

調整を進めています。なお、シャトルバスの発

着台数及びシャトルバスの三ツ境駅からのルー

トについては、準備書に記載していますのでご

確認ください（参照：P6.10-57 表6.10-28 鉄

道駅からの発着シャトルバス台、P2-33 図2-16 

シャトルバス走行ルート（対象事業実施区域周

辺））。本博覧会は横浜市の環境影響評価条例

に基づいて手続きを進めており、準備書には同

条例に基づく手続きを進めるうえで必要となる

事項を記載しています。 

ご要望については、ご意見として承ります。 
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表 10.2-2(23) 意見書の内容と事業者の見解(23) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

輸送計画 シャトルバスの運行について 

三ツ境駅ではシャトルバスの待機場所の確保も

難しく、また来場者が多数の場合、並ぶ場所も

ないことが懸念されます。 

現在でも三ツ境駅北口バスターミナルは人があ

ふれていることがあります。 

シャトルバスの運行により一般の路線バスが減

便されたり、駅周辺が混雑で利用しにくい等の

事態が生じないようお願いします。 

また瀬谷駅からのシャトルバスは先日上瀬谷の

はらっぱでのイベント開催時に環状４号線が渋

滞して動けないようなことがありました。瀬谷

駅前も待機場所等の確保が難しいと思われま

す。想定されている多数の来場者をスムーズに

誘導できるのか心配です。 

周辺の道路整備は横浜市が行うようですが現在

の計画で大丈夫なのでしょうか。 

シャトルバスの運行など、輸送計画の詳細に

ついては、引き続き、道路管理者やバス事業者

等との調整を進めています。横浜市環境影響評

価審査会での意見等を踏まえ、シャトルバス発

着駅におけるバス乗り場や待機場所の想定及

び、滞留人数の予測については、環境影響評価

書に記載します。 

横浜市は本博覧会の開催に向けて、道路拡幅

や交差点改良を進めており、本博覧会の工事

中、開催中及び撤去中において、交通流に影響

を与えるような渋滞は生じないと予測していま

す。 

 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

十日市場のシャトルバス乗り場には1時間に60本

以上の発着が見込まれるが不可能である。路線

バスの乗り場が6か所、その他バス乗り場が1か

所、降車場が3か所が現状のすべてである。最低

でも5か所はシャトルバスが占有するはずだが、

そんな余地はない。輸送計画は破綻しているに

も関わらず、その事実を隠した準備書で手続き

を進めることは許されない。実現可能、具体案

を明記した準備書を作り直し、縦覧からやり直

すことを求める。 

 

横浜市環境影響評価審査会での意見等を踏ま

え、シャトルバス発着駅におけるバス乗り場の

想定については、環境影響評価書に記載しま

す。本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基

づいて手続きを進めており、準備書を作り直

し、縦覧からやり直すことは考えていません。 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画 令和2年3

月31日 

④新たな交通の導入 

計画地における大規模な土地利用転換に伴い、

発生が想定される交通需要に対応し、横浜市郊

外部の新たな活性化拠点の形成に資する、瀬谷

駅を起点とした新たな交通の導入を図ります。 

Https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/mac

hizukuri- 

kankyo/toshiseibi/jokyo/kukakuseiri/kamisey

a/plandesign/kihonkeikaku.files/kihonnkeika

ku.pdf 

（次ページに続く） 

環境影響評価方法書は、対象事業の計画内

容、環境影響評価を行うにあたっての調査・予

測の手法などを示した図書であり、環境影響評

価準備書において、輸送計画も含め、方法書の

段階で記載していなかった事業計画の内容等に

ついても記載しています。 

 

シャトルバスの運行など、輸送計画の詳細に

ついては、引き続き、道路管理者やバス事業者

等との調整を進めています。横浜市は本博覧会

の開催に向けて、道路拡幅や交差点改良を進め

ており、本博覧会の工事中、開催中及び撤去中 

（次ページに続く） 

非表示 
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表 10.2-2(24) 意見書の内容と事業者の見解(24) 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

（前ページからの続き） 

国際園芸博覧会基本構想では、1500万人の来場

者を見込むため新交通システムは不可欠と言わ

れていました。 
 
上瀬谷ライン」無期延期へ－跡地開発次第で復

活も当面はバス  

掲載日2021/12/21 
 
横浜の新交通、集客の根拠なく選定市幹部に聞

くと… 

2021年4月26日 

ところが、平原敏英副市長は、米大手映画会社

との交渉が不調に終わったことを「昨年3月か4

月には知っていた」と証言した。この話を小池

局長にぶつけると、「そうなんですか」と驚い

た表情を見せた。 

平原副市長は「一つの事業者がダメになって

も、テーマパークがダメになったわけじゃな

い。相手は他にもいっぱいいる」と話す。 

結局、昨年9月ごろに相鉄HDから具体案は提示

されなかった。曽我室長によると、交渉がまだ

まとまっておらず、テーマパークを核とした複

合集客施設の検討を続けるので、待ってほしい

と説明があつたという。 

テーマパークの成否は新交通システムの事業

決定に直結する。 

国士交通省鉄道局の担当者は「収支計画や需

要予測がはっきりしなければ、とても許可は出

せない」と言う。テーマパークなどの具体像が

示され、利用客の見込みが立たなければ、軌道

法に基づく上瀬谷ラインの特許は認められない

ということだ。 
 

平原副市長は2020年の3月、4月には相鉄のテ

ーマパーク誘致が失敗。新交通システムも難し

いことを知っていた 
 
上瀬谷通信施設跡地(横浜市旭、瀬谷区)の土地

区画整理事業を巡り、3月28日に開かれた市都市

計画審議会で、施行区域や環境影響評価書が可

決された。市は今後都市計画決定し、2022年度

から土地区画整理工事に着手する方針。 
 
令和5年11月2日第11回環境影響評価審査会議事

録より抜粋 

＜会議録の抜粋については、巻末３に掲載＞ 
 
やはりシャトルバスは難しいと思います。環状4

号線は今でも週末は渋滞がひどい。 

国際園芸博覧会協会の問題は無いは、信じられ

ません。運転手の確保も難しい・。 

（前ページからの続き） 

において、交通流に影響を与えるような渋滞は

生じないと予測しています。輸送計画について

は、渋滞を回避、低減できるよう、ハード・ソ

フト両面で検討を進めていきます。 

なお、横浜市はテーマパークを核とした複合

的な集客施設の立地を目指し検討を進めていま

す。 
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表 10.2-2(25) 意見書の内容と事業者の見解(25) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

 

【輸送計画】 

参加者1500万人では 

①鉄道 

各ターミナル駅は大混雑しパニック状態に陥る

でしょう。 

電車も大混雑し、座席に座りたい人も座れなく

なり住民、生活者にとっては大迷惑ですᇰᇱ 

開催期間は外出を控える人達が続出するでしょ

う。 

②団体バス 

添付(次ページ)の資料によりますと、瀬谷駅近

くの瀬谷中学校前の交差点では、朝から夕方ま

で400台以上の大型車が花博会場に向かうことと

なっています。大型車とは大型バスだと思われ

ますが、海軍道路をバスで占拠するつもりです

か？ＳＤＧＳどころか、公害問題ですᇰᇱᇰᇱᇰᇱ 

また、瀬谷中学校前の交差点のみならず、他の

多数の交差点や道路の混雑で、近隣の区や市に

も影響が及び通勤や通学や通院等にも支障が生

じ、死活問題となりますᇰᇱᇰᇱᇰᇱ 

③歩道、車道 

相鉄の瀬谷駅から上瀬谷までは、「歩道も車道

も狭い」です！ 

土地買収して拡張しなければ、空間的にも心理

的にも摩擦が生じそうです。2027年の開催まで

に「拡張整備」できますか？？ 

＜関連する添付資料を、巻末８に掲載＞ 

シャトルバスの運用にあたっては、発着駅の

鉄道駅利用者や来場者等が安全に利用できるよ

うに、鉄道駅からシャトルバスへの乗り換え時

に過度な滞留が発生しないよう、適切に運行本

数を確保した計画とすることや、滞留スペース

の確保など、道路管理者やバス事業者等の関係

者と連携し対策を講じます。輸送計画の詳細に

ついては、引き続き、道路管理者やバス事業者

等との調整を進めていきます。横浜市は本博覧

会の開催に向けて、道路拡幅や交差点改良を進

めており、本博覧会の工事中、開催中及び撤去

中において、交通流に影響を与えるような渋滞

は生じないと予測しています。輸送計画につい

ては、渋滞を回避、低減できるよう、ハード・

ソフト両面で検討を進めていきます。現状で

は、環状４号線には歩道が設置されています。

本博覧会協会としては、歩行者の安全が確保で

きるよう、誘導員配置による誘導等を行ってい

きます。 

なお、瀬谷駅から対象事業実施区域までの環

状４号線の歩道拡幅など、ご要望については、

横浜市をはじめとする関係機関等にお問い合わ

せください。 

 

事
業
計
画 

関
連
事
業
と
の
関
係 

 

意見3 「図2-21:土地区画整理事業本事業、公

園整備事業と本博覧会の関係(環境影響評価準備

書P2-42)」において、会期中および前後の工事

期間中ごとに、対象事業・周辺地域の環境影響

評価を明確にすべきである 

 

補足3.1 対象事業が横浜市から借用する範囲、

借用時・返却時の状態を明確にすべきである 

補足3.2 対象事業が借用する期間を明確にすべ

きである。返却後の瑕疵を担保すべきである 

補足3.3 駐車場工事は雨水処理を含めてどの層

に含まれるか明確にすべきである 

補足3.4 対象事業と他事業で必要とするインフ

ラの差異を明確にして、差異があれば返却時

に現状復元することを明確にすべきである 

 
 

 

 

 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会の会場区域については、横浜市の

土地区画整理事業による造成、基幹インフラ等

及び公園整備事業による植栽、建築物、園路等

の整備が完了した後、本博覧会で使用する仮設

建築物、園路等を整備します。本博覧会で整備

する施設の多くは仮設施設であり、公園整備事

業で整備する建築物や園路等を除き、本博覧会

開催後、速やかに撤去し、令和10年度を目安に

横浜市に返却します。また、本博覧会で整備し

た植栽等の施設の一部は公園に引き継ぎます。 

駐車場・バスターミナルについては、会場区

域と同様に、横浜市の土地区画整理事業による

造成、基幹インフラ等の整備が完了した後、整

備を行い、本博覧会開催後、速やかに撤去し、

横浜市に返却します。 
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表 10.2-2(26) 意見書の内容と事業者の見解(26) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

  （前ページからの続き） 
 

添付１：「環境影響評価準備書」P2-42 

 

 

事
業
計
画 

施
工
計
画 

 

◎旧上瀬谷通信施設７７年前日本の基地でし

た。博覧会の施設整備でわ。 

◎事故が起きないように、労働災害がおきない

ようにお願いします。 

◎地鎮祭をしてください。 

事故が起きないように、労働災害がおきないよ

うにお願いします。 

＜関連する添付資料を、巻末７に掲載＞ 

本博覧会の施設整備においては、事故等が発

生しないよう安全には十分に配慮して行いま

す。 

地鎮祭の実施など、本博覧会に関するご要望

については、ご意見として承ります。 

事
業
計
画 

施
工
計
画 

 

意見9 「工事用車両の走行ルートの説明会質問

の回答(説明会の開催状況、質疑、意見の概要及

び事業者の説明P7下から2段目)」は、「北側か

らアクセスするという考え方を示したもので

す」とのこと。しかし走行ルート周辺「環境影

響評価準備書(P2-46 図2-22一部)」は地形上の

特異点(東京湾・相模湾分水界)で環境に与える

影響は極めて大きい。 

土地区画整理事業が明確にならない限りは他ル

ートに変更すべきである 

 

補足9.1 八王子街道の上瀬谷通信隊入口付近か

ら、囲障地区特薬庫に至る既設の舗装道路、

あるいは他の既設道路を優先して利用すべき

である 

補足9.2 「工事用車両のための仮設道路を作る

工事(まちづくりニュース第2号)」以外の工事

用車両の走行ルートを造成する必然性があれ

ば明確にすべきである 

補足9.3 八王子街道に面する地形は8mほどの崖

である。少なくとも土地区画整理事業など全

体計画が明確にならない時点で造成工事によ

る環境破壊を開始すべきでない 

 

（次ページに続く） 

工事用車両の主な走行ルートは、環状４号

線、市道五貫目第33号線を主なルートとし、横

浜市の土地区画整理事業の区域内においては、

同事業で設置する工事用車両専用の出入口や通

路等を活用することを想定しています。 

ご要望については、ご意見として承ります。 
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表 10.2-2(27) 意見書の内容と事業者の見解(27) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

施
工
計
画 

 

（前ページからの続き） 

 

補足9.4 「土地区画整理事業質問の要旨と市か

らの回答(項目20-18)」で同様の質問をしてい

る。回答は民有地とあるが、認定路線図に記

載の道路もあり、旧上瀬谷通信隊への進入路

が民有地とも思えなかった。市民の意見等は

前広に受け止めるべきではないか 

 
添付１：「説明会の開催状況、質疑、意見の概要及び事業者

の説明」P7 下から２段目 

 
添付２：「環境影響評価準備書」P2-46 図2-22一部 

 
添付３：「まちづくりニュース第２号」 
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表 10.2-2(28) 意見書の内容と事業者の見解(28) 

 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

生
物
多
様
性 

 

・瀬谷市民のひとりとして準備書なるものの存在

も知らされず「花博」のイメージだけで考えてい

た上瀬谷の開発が自然を大切にしているか否かも

判らずのうちに進められることにＩＲ計画の時と

同じ違和感を感じます。 

・上瀬谷の貴重な里山の自然に以前から詳しく各

小学校で地域の自然の多様性生物層の厚さをお子

達に伝えて下さっている（伏字）さまの提言を真

摯に受け入れ次の世代に里山の現状をバトンタッ

チできることを基に智慧を出し合って下さいます

よう頼みます。 

・（伏字）さまは「瀬谷環境ネット」の（伏

字）をなさってます。 

・ノスリ（里山の代名詞）、オオタカ（広いとこ

ろがないとエサをとれない）、カワセミ、ホトト

ギス（古今和歌集に最多出てる）、ツバメ、ジョ

ウビタキ、チョウゲンボン、カカゲラ、ハイタ

カ、イタチ、カンラダカ、ゲンジボタル、ホトケ

ドジョウ、ハイイロゲンゴロウ、めだか←以上も

っと居たのだけれど私がノートメモできた（伏

字）様の話内容の生き物名です。 

本博覧会については、横浜市の環境影響評価

条例に基づいて手続きを進めています。環境影

響評価準備書の内容については、説明会を開催

するだけでなく、協会のホームページなどで広

く周知し、市民の皆様等からのご意見をいただ

いて、事業に反映させていきたいと考えていま

す。多くの皆様が本博覧会に関心を持っていた

だけるよう努めていきます。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、横浜市が保全対象種の生息・生育

環境となる水辺空間等を創出することになって

います。本博覧会でも現在の草地環境を保全し

た広場を整備するとともに、新たな植栽も行う

ことから、自然と調和した計画であると考えま

す。 

なお、本事業の対象事業実施区域で確認され

た動植物については、準備書に記載されていま

すので、ご確認ください。 

（p6.2-28～106,p6.3-13～32） 

環
境
影
響
評
価 

生
物
多
様
性 

[３]生物多様性について、影響を軽減できるよ

うな措置を実施するという回答であったが、具

体的な話ではなく納得できる説明になっていな

い。例えば相沢川を暗渠にし谷戸をなくすだけ

でも生物は確実にダメージを受けるわけで、ど

れだけ軽減されるのかを具体的に明らかにしな

い限り論理的な説明とは言えない。 

[５]相沢川と大門川の暗渠化について暗渠化に

よって生物多様性は確実に失われる。湿地もし

くは水田が復活されるようですが、暗渠化され

た相沢川からの取水もしくは井戸からの取水で

は現在の多様な生物は残れない。生物多様性や

環境保全にとって暗渠化は百害あって一利なし

である。計画変更ができないのであれば計画縮

小か、さらには現状は保持できないことの注意

喚起をお願いしたい。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。相沢川と大門川については、本博覧会の開

催までに暗渠になると聞いています。横浜市は

現況の緑地等をできるだけ保全するとともに、

相沢川については、将来公園となる区間は、横

浜市が新たに保全対象種の生息・生育環境等を

創出する計画です。本博覧会でも現在の草地環

境を保全した広場を整備するとともに、新たな

植栽も行うことから、自然と調和した計画であ

ると考えます。本博覧会では横浜市と協力しな

がら、緑地や保全対象種の生息・生育環境等を

保全・活用するなど、「GREEN×EXPO2027」に相

応しい博覧会にしたいと考えています。 

なお、本博覧会の運営等に関するご要望につ

いては、ご意見として承ります。 

環
境
影
響
評
価 

生
物
多
様
性 

 

生物多様性など自然環境について 

博覧会実施のための工事では環境の改変はしな

いので環境は保全されるということが準備書に

は書かれており、先日の説明会でも幾度となく

いわれていました。けれどもそれ以前に行われ

ている横浜市による土地区画整理事業や公園整

備事業により、かなりの土地改変がされてしま

います。 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。有料来場者数については、過去の博覧会の

実績及び首都圏の後背人口などから１千万人を

想定しています。本博覧会では、横浜市の土地

区画整理事業による造成、基幹インフラ等及び

公園整備事業による植栽、建築物、園路等の整

備が完了した後、本博覧会で使用する仮設建築 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(29) 意見書の内容と事業者の見解(29) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

生
物
多
様
性 

 

（前ページからの続き） 

生物の多様性を守るためにはできるだけ現状を

維持することが大切だと思います。 

進行中の土地区画整理事業により現在生息して

いる動植物はすでに影響を受けています。昨今

の気候変動の状況を考慮して現在の計画を見直

す大英断が望まれます。大規模な土地改変をし

てしまってからでは取り返しがつきません。特

に博覧会後に開発される地域（大規模大規模駐

車場を含む北側の地域）の工事を考え直してく

ださい。 

 

交通インフラも整わない陸の孤島の上瀬谷で

1,000万人の来場者を迎えるという無謀な計画、

近隣住民にとっては不安しかありません。 

上瀬谷で園芸博覧会を開催する意味がわかりま

せん。 

（前ページからの続き） 

物、園路及び駐車場等を整備します。会場区域

のうち、約60ヘクタールについては、本博覧会

の閉会後に横浜市が公園として整備する計画で

あり、残りの会場区域と駐車場・バスターミナ

ルについては、横浜市がテーマパークを核とし

た複合的な集客施設の立地を目指し検討を進め

ています。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や

保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用す

るなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会

にしたいと考えています。 

環
境
影
響
評
価 

生
物
多
様
性 

 

6.4生物多様性（生態系） 

「影響はほとんどない」と書かれているが、横

浜市の土地区画整備事業、公園整備事業により

ホトケドジョウは絶滅となるでしょう。それ

を、博覧会協会は「生物への影響はない」と説

明会で説明した。正しくは、「横浜市が行う別

の事業により生物には大きな影響を与えるが、

その改変後に博覧会協会の事業を行うので生物

への影響はない」である。情報隠蔽と言っても

過言ではない。もう一度３つの事業を合わせて

合同で市民への説明会を開催すべきである。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地

や保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用

するなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧

会にしたいと考えています。本博覧会は横浜市

の環境影響評価条例に基づいて手続きを進めて

おり、３つの事業合同での説明会を開催するこ

とは考えていません。 

環
境
影
響
評
価 

水
循
環 

水循環に関して。 

準備書ｐ.6.5 

近年頻発する線状降水帯が上瀬谷でおこった場

合の環境影響評価が行われていません。 

暗渠にする相沢川があふれるなど考えられると

思います。 

線状降水帯が期間中に上瀬谷に発生した場合の

環境影響評価を行い、私に回答してください。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会では環境影響評価項目として水循

環（湧水の流量、河川の流量）を選定し、本博

覧会の整備前と開催中の雨水流出量の変化につ

いて算出し、予測評価を行っています。本博覧

会の駐車場や園路などの施設整備では、できる

限り雨水を地下に浸透させるなど、河川の流量

の増加を軽減できるよう努めます。 

また、２０２７年国際園芸博覧会基本計画

（2023年1月）では、推進計画において、大規模

自然災害等のリスク管理について記載し、総合

的な危機管理を目指していくこととしていま

す。 

なお、横浜市の土地区画整理事業では、雨水

流出抑制のため、法令等に基づく調整池を整備

することになっています。 
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表 10.2-2(30) 意見書の内容と事業者の見解(30) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

水
循
環 

 

[４]水循環について、大規模な造成は行わない

から影響は少ないと答えていた。この点につい

ては２つ疑問点がある。１つは[３]（p.2-43、

表2-7(28)参照）に述べたようにどれくらい影響

が少ないかを示していないのはおかしいのでは

ないか。もう１つは区画整理事業で相沢川を切

り回し、谷戸を壊し草地を平らにしてしまうこ

とに触れていないことである。「本博覧会では

影響は少ない」とだけ言うのではなく、市民に

跡地改変全体でどれくらい影響が出るのか示す

のが市民への本当の思いやりなのではないだろ

うか。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。相沢川については、本博覧会の開催までに

暗渠になると聞いています。横浜市は現況の緑

地等をできるだけ保全するとともに、相沢川に

ついては、将来公園となる区間は、横浜市が新

たに保全対象種の生息・生育環境等を創出する

計画です。本博覧会でも現在の草地環境を保全

した広場を整備するとともに、新たな植栽も行

うことから、自然と調和した計画であると考え

ます。本博覧会では横浜市と協力しながら、緑

地や保全対象種の生息・生育環境等を保全・活

用するなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博

覧会にしたいと考えています。 

本博覧会では環境影響評価項目として水循環

（湧水の流量、河川の流量）を選定し、本博覧

会の整備前と開催中の雨水流出量の変化につい

て算出し、予測評価を行っています。 

環
境
影
響
評
価 

水
循
環 

 

意見10 駐車場造成が対象事業ではなかったと

しても、対象事業のためであることは明白で、

雨水処理を明確にすべきである 

 

補足10.1 透水性舗装の場合の保水力は、樹木

等に被覆された地面に対してどの程度になる

か明確にすべきである 

補足10.2 保水される雨水以外は現在所属する

水系以外に流出しないことを明確にすべきで

ある 

補足10.3 大門川の既存の遊水地で能力不足で

ないことを明確にすべきである 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会では環境影響評価項目として水循

環（湧水の流量、河川の流量）を選定し、本博

覧会の整備前と開催中の雨水流出量の変化につ

いて算出し、予測評価を行っています。本博覧

会の駐車場や園路などの施設整備では、できる

限り雨水を地下に浸透させるなど、河川の流量

の増加を軽減できるよう努めます。なお、横浜

市の土地区画整理事業では、雨水流出抑制のた

め、大門川流域も含め、法令等に基づく調整池

を整備することになっています。 

環
境
影
響
評
価 

水
循
環 

 

意見ll 対象事業が帯水層を遮断するような基

礎を設置することはないとのことだが、地表面

の被覆による保水力の変化を明確にすべきであ

る 

 

補足11.1 地下水系を把握しているか 

補足11.2 和泉川支流(上川井市民の森内)を不

定期に観察している。目視ではあるが水量は

敏感に変化することが感じられる。他河川も

同様であるが、工事により変化しないことを

監視すべきである。環境変化が生じた場合は

直ちに相応の対応をすべきである 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。本博覧会では環境影響評価項目として水循

環（湧水の流量、河川の流量）を選定し、本博

覧会の整備前と開催中の雨水流出量の変化につ

いて算出し、予測評価を行っています。本博覧

会の駐車場や園路などの施設整備では、できる

限り雨水を地下に浸透させるなど、河川の流量

の増加を軽減できるよう努めます。なお、横浜

市は、雨水流出抑制のため、法令等に基づく調

整池を整備することになっています。 



 

 

10-46 

表 10.2-2(31) 意見書の内容と事業者の見解(31) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

水
循
環 

 

【自然保護と生活の安全】 

水源や、各河川に手を入れるのは、やめてくだ

さい！！ 

昨今の「異常気象」で、豪雨のたびに氾濫の危

険に脅かされたり、長く雨が降らないと水枯れ

したり、と、以前にも増して自然を見守らなけ

ればならない状態になっています。 

こんな状態の時に、手を入れるなんて、もって

のほかですᇰᇱᇰᇱᇰᇱ 

対象事業実施区域においては、横浜市の土地

区画整理事業によって造成が行われるため、本

博覧会では必要に応じて不陸の整正や整地作業

などを実施して施設整備を行う計画です。構造

物の基礎設置のための掘削などの作業土工を行

いますが、帯水層を遮断するような連続的な土

地の改変は行わず、本博覧会で湧水源の直接改

変はしません。水利用・排水処理については、

公営上水道、公共下水道を利用し、地下水の揚

水は行わない計画です。本博覧会の駐車場や園

路などの施設整備では、できる限り雨水を地下

に浸透させるなど、河川の流量の増加を軽減で

きるよう努めます。なお、横浜市の土地区画整

理事業や公園整備事業では、雨水流出抑制のた

め、調整池を整備することになっています。 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

①交通混雑の調査地点12か所は全て相鉄線の北

側です。幹線道路である中原街道の二つ上橋

や、厚木街道の瀬谷駅入口や瀬谷４から花博会

場へ向かう交差点での渋滞調査がされていない

のは何故ですか。 

 

地域社会（交通混雑）の調査地点について

は、対象事業実施区域及びその周辺において工

事用車両及び関係車両の走行が想定される主要

な交差点等とし、開催中及び撤去中の道路整備

状況も踏まえて選定しています。 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

①（交通混雑） 唯一事後調査が必要とされた

交通渋滞の調査頻度が開催中に1回、しかも５月

の連休期間というのは、どのような意図で決定

されたのでしょうか。本来なら３月末から４月

初めにかけての春休み中にまず１回調査し、そ

の結果をふまえて対策が必要なら改善策を実施

し、再度２回目の調査を行うべきではないでし

ょうか。 

事後調査については、パークアンドライド駐

車場の位置など不確定要素があるため、会場及

びパークアンドライド駐車場の周辺交通への影

響について事後調査項目として選定していま

す。事後調査によって得られた交通混雑の調査

結果は、その後の開催期間中における対策の検

討に活用するため、調査時期は準備書に記載し

たパークアンドライドなどの「環境の保全のた

めの措置」の状況について確認できる、開催期

間中の多客日（５月の連休期間を想定）として

います。 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

開催時の交通量予測に徒歩来場者が反映され

ていません。環状4号線の会場南側の交差点で

は、1時間1,000人以上は来るはずです。左折の

交通容量が半減します。誤った予測で環境影響

評価をしても無意味ですので、準備書を作り直

して手続きをやり直してください。 

歩行者等の横断による環状４号線等への影響

が懸念されることから、横浜市環境影響評価審

査会での意見等を踏まえ、開催時における来場

者も含めた歩行者等による影響について予測

し、環境影響評価書に記載します。本博覧会は

横浜市の環境影響評価条例に基づいて手続きを

進めており、やり直すことは考えていません。 
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表 10.2-2(32) 意見書の内容と事業者の見解(32) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

どこまでおおきなことをやるのか？ 

そこまで畑をだめにしてやることがあるの

か、、、 

瀬谷は自然がたくさんあってよいと思う。 

美味しい野菜が、食べれなくなった、、、 

 

交通もかなり渋滞するだろうね。 

渋滞したら、、瀬谷住んでる方々大迷惑。いま

でも海軍道路混んでるので、、、やるなら、ほ

んと、どうにかしてほしいと思います。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や

保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用す

るなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会

にしたいと考えています。開催中の交通につい

ては、将来の道路の整備状況を踏まえ、予測・

評価を行っています。横浜市は本博覧会の開催

に向けて、道路拡幅や交差点改良を進めてお

り、本博覧会の工事中、開催中及び撤去中にお

いて、交通流に影響を与えるような渋滞は生じ

ないと予測しています。輸送計画については、

渋滞を回避、低減できるよう、ハード・ソフト

両面で検討を進めていきます。 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

資料1.6-44 表 1.6-20 開催中の断面交通量（地

点 5：深見第 228 号線）について、東行き花博

関係の大型車通行量が多すぎる。ここは三ツ境

へ向かうシャトルバスしか通らないはずだが、

瀬谷地内線の交通量より圧倒的に多い。このよ

うに、準備書にはあり得ない誤りがある以上、

それを元にした説明で意見を述べても無意味で

ある。準備書の再提出と縦覧のやり直しを求め

る。 

ご指摘のとおり、資料1.6-44 表 1.6-20 開催

中の断面交通量（地点 5：深見第 228 号線）に

誤りがありました。正しい断面交通量は巻末10

の表に示すとおりです。 

なお、環境影響評価準備書 資料編には、誤

りがありましたが、準備書に記載している大気

質、騒音及び振動の予測・評価については、正

しい断面交通量を用いて算定していることを確

認しています。 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

6.10地域社会（交通混雑、歩行者の安全） 

10月に実施された住民への説明会では、周辺住

民に対する渋滞の緩和措置が十分ではなかっ

た。瀬谷区や旭区の住民が「普段から瀬谷駅の

南側の渋滞がひどい」と訴えているのに、それ

を無視した回答だった。 

もう一度市民への説明会を開くべきである。 

横浜市は本博覧会の開催に向けて、道路拡幅

や交差点改良を進めており、本博覧会の工事

中、開催中及び撤去中において、交通流に影響

を与えるような渋滞は生じないと予測していま

す。輸送計画については、渋滞を回避、低減で

きるよう、ハード・ソフト両面で検討を進めて

いきます。本博覧会は横浜市の環境影響評価条

例に基づいて手続きを進めており、説明会を開

催することは考えていません。 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

今回の環境影響評価準備書の根拠となっている

横浜市による旧上瀬谷通信施設地区土地区画整

理事業に係る環境影響評価書には｢特に配慮が必

要な施設(教育機関等)｣として瀬谷区･旭区･緑

区･そして大和市･町田市の保育所･幼稚園･小中

高等学校･大学･そして特別支援学校が記載され

ています にも関わらずこれらの施設に対する配

慮が｢(徒歩による)通学路の安全確保｣の想定だ

けに限られているのは問題です 10月30日瀬谷公

会堂での説明会で｢花博会場から一番近い瀬谷支

援学校の通学バスルートについて把握し配慮は

しているのか？｣との質問が出ましたが（伏字）

整備課長は｢国際園芸博覧会はこれから工事を行

うのでこれから考える 支援学校の登下校バスは

子どもの乗り降りに時間がかかると思われるの

で本当に必要であれば対策を考える｣と答えたの 

（次ページに続く） 

横浜市は本博覧会の開催に向けて、道路拡幅

や交差点改良を進めており、本博覧会の工事

中、開催中及び撤去中において、交通流に影響

を与えるような渋滞は生じないと予測していま

す。輸送計画については、渋滞を回避、低減で

きるよう、ハード・ソフト両面で検討を進めて

いきます。 

今後、事業を進める中で、特別支援学校や福

祉施設等に確認して、課題がある場合には、必

要に応じて対応について検討していきます。 

ご要望については、ご意見として承ります。 
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表 10.2-2(33) 意見書の内容と事業者の見解(33) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

地
域
社
会 

 

（前ページからの続き） 

みでした 瀬谷支援学校には5台の通学バスがあ

り(質問時の6台は誤り)花博会場への推奨ルート

である八王子街道を経由して若葉台方面に行く

コースもあるそうです また障害を持つ子どもの

安全確保のため各コースのバスの所要時間は1時

間以内と配慮されています しかしながら｢2027

年国際園芸博覧会環境影響評価準備書資料編｣を

見ると工事中･花博期間中共に登下校の時間に環

状4号線には相当数の車両の出入りがあると予測

されています｢これから考える｣で障害のある子

どもの通学の安全が守れますか？瀬谷･若葉台･

三ツ境の特別支援学校には下校時刻放課後等デ

イサービスの送迎車の出入りも多いです 更に旧

上瀬谷通信施設地区には教育機関だけでなく中

屋敷地区センターやデイサービスらんど・ハー

トリンク瀬谷・デイサービスセンター陽と花・

ファミリーイン瀬谷デイサービスセンター・ブ

ルーミングケア横浜瀬谷のお年寄りのための施

設また多くの公園があります 相鉄線沿線地域以

外は少ないバスや自家用車に頼る周辺住民の生

活特に送迎バスや車に乗らざるを得ないこれら

の施設に通う人達の生活を考慮していない環境

影響評価は全く意味を成していないと思われま

す 10月6日と13日に国際園芸博覧会の理事監事

が現地と旭区の里山ガーデンを視察したとのXポ

ストを見ましたが連休を避けた平日昼間では道

路の混雑具合はわかりません またスーツやスカ

ート革靴やヒールでの｢現地視察｣はふざけてい

るとしか思えません 2027年国際園芸博覧会は旧

上瀬谷通信施設地内だけでなく周辺地域を歩い

てまた自分の運転する車で何度も訪れ問題点を

体感してください 

 

環
境
影
響
評
価 

環
境
影
響
評
価
手
続 

 

全体に関して 

1、この花博事業は、橫浜市の土地区画整理事業

が進み、公園整備事業が行われ、それを受けて、 

「橫浜市に（整備された）土地をお借りして花

博を行う」 

のだそうですね（準備書説明会にて、（伏字）

課長回答）。 

しかし、橫浜市による川の暗渠化切回し、桜並

木全伐採、草地湿地をほぼコンクリで埋め･･･と

いう旧上瀬谷通信施設の自然大改変は、まだ行

われていません。 

花博のサブテーマは 

「自然との調和」「緑や農による共存」「連携

による解決」です。 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、相沢川は暗渠になりますが、将来

公園となる区間は、横浜市が新たに保全対象種

の生息・生育環境等を創出する計画です。本博

覧会でも現在の草地環境を保全した広場を整備

するとともに、新たな植栽も行うことから、自

然と調和した計画であると考えます。本博覧会

では横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種

の生息・生育環境等を保全・活用するなど、

「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたい

と考えています。海軍道路（環状４号線）の桜

並木については老朽化が進んでおり、横浜市が 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(34) 意見書の内容と事業者の見解(34) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

環
境
影
響
評
価
手
続 

 

（前ページからの続き） 

どうか、三事業連携したアセスをやり直してく

ださい。 

自然との調和のために、緑をもっと残し農によ

る共存（なにとなにが共存するのか曖昧です

ね）を行うために、土地区画整理事業・公園整

備事業と連携し、相沢川の切回し暗渠化を止

め、たった数キロメートルの拡幅のための海軍

道路桜並木の全伐採をやめ、現況水田を残して

自然を生かした花博になるように、アセスをや

り直し、花博の計画を見直してください。 

（前ページからの続き） 

植え替えによって再生を進めると聞いていま

す。 

なお、本博覧会は横浜市の環境影響評価条例

に基づいて手続きを進めており、やり直すこと

は考えていません。横浜市の土地区画整理事業

及び公園整備事業の環境影響評価手続は完了し

ています。 

環
境
影
響
評
価 

環
境
影
響
評
価
手
続 

 

2023年12月6日に開催された、第13回橫浜市環境

影響評価審査会において、 

「２０２７年国際園芸博覧会環境影響評価準備

書に関する指摘事項等一覧」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/mac

hizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/ 

assessment/hyokashinsa/kiroku/r5_kaisaikiro

ku.files/0138_20231204.pdf 

「２０２７年国際園芸博覧会環境影響評価準備

書に関する補足資料」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/mac

hizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/ 

assessment/hyokashinsa/kiroku/r5_kaisaikiro

ku.files/0141_20231205.pdf  

が出ている。 

 

これによると、補足資料では準備書の数値の書

き換えなどがあり、また、審査会委員による指

摘事項に関してはのちの環境影響評価審査会で

回答が出るという。 

内容によっては、2027年国際園芸博覧会環境影

響評価準備書の説明会（10月開催）では住民に

説明されたことと異なる環境評価・予測となる

事項もある。 

住民には不十分な改変前の準備書説明会だけで

良いと、国際園芸博覧会協会は考えるのか？ 

環境影響評価審査会の質疑を踏まえた上で、今

一度改変点や附則付帯事項に関して、住民説明

会を開くべきである。 

 

 

横浜市の環境影響評価条例では、事業者自ら

が対象事業が環境に及ぼす影響について事前に

調査・予測・評価を行い、その結果を公表し、

市民や市長等から意見を聴くなどの手続を通じ

て、適切な環境保全対策等を検討し、事業計画

に反映させることになっています。横浜市環境

影響評価審査会での指摘事項等への対応ついて

は、環境影響評価書に反映させて、公告・縦覧

することになります。本博覧会は横浜市の環境

影響評価条例に基づいて手続きを進めており、

環境影響評価書に係る説明会を開催することは

考えていません。 
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表 10.2-2(35) 意見書の内容と事業者の見解(35) 

 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

環
境
影
響
評
価
手
続 

 

4、このように、 

「現在のアセスは不十分」 

「現在計画を見直し渋滞も赤字もない花博にす

べき」 

という意見を私は提出しました。 

にもかかわらず、アセスをやりなおさず現行計

画のまま花博を強行し、大渋滞大赤字を招いた

場合、 

花博協会は私に「貴重な意見を無視した結果、

あなたさまの予想通り大渋滞大赤字を招いてし

まってすみませんでした」と、謝罪することを

求めます 

本博覧会の事業費は過去の事例を参考に、課

題を分析した上で、適切な収支運営が図られる

よう収支計画を策定しています。また、想定入

場者数を確保するために、多くの人に来ていた

だける魅力的な博覧会にするよう検討していま

す。 

輸送計画については、横浜市は本博覧会の開

催に向けて、道路拡幅や交差点改良を進めてお

り、本博覧会の工事中、開催中及び撤去中にお

いて、交通流に影響を与えるような渋滞は生じ

ないと予測しています。 

なお、本博覧会は横浜市の環境影響評価条例

に基づいて手続きを進めており、やり直すこと

は考えていません。横浜市の土地区画整理事業

及び公園整備事業の環境影響評価手続は完了し

ています。 

そ
の
他 

説
明
会 

 

10月に実施された説明会では、全てが同時刻か

らの開催であり、夕方からの参加が難しい人は

いずれも参加できない状態となった。 

また、参加人数の多かった日は質問時間が足り

なくなって強制終了となった。 

これでは説明会を行ったとはいえない。 

曜日や時間帯を分けて、また連続で開催すると

いう事のないようにして再度説明会を実施して

ください。 

現在の状態のままでは、横浜市はアリバイ作り

のために説明会を行ったという印象である。 

準備書の説明会については、会場の予約状況

から開催日時しか確保することができませんで

したが、環境影響評価準備書の内容について

は、説明会を開催するだけでなく、本協会のホ

ームページに説明会と同じ内容の動画を縦覧期

間中に配信するなど、広く周知を行っていま

す。本博覧会については、横浜市の環境影響評

価条例に基づいて手続きを進めており、説明会

をやり直すことは考えていません。 

そ
の
他 

説
明
会 

 

今ある自然を壊してまで、大々的なイベントを開

催する意味がわかりません。なぜ今ある緑を守ら

ないのでしょうか?壊された自然はそう簡単に元

には戻らないと思いませんか。素人でも想像でき

ることです。交通手段も限られ、車が渋滞すれば

排気ガスも増えるでしょう。また、瀬谷駅にどれ

だけの人が乗り降りできるのでしょうか？そもそ

も地元住民のほとんどは、園芸博の詳細について

は今どんな段階なのか知りませんし、本当に、や

るの？と曖昧な感想しか持っていません。住民の

声を聞いて、現状をを説明してください。今から

でも大々的に説明会を開いてください。入場料を

払ってまで観に行きたいと思えるイベント企画が 

（次ページに続く） 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は本博覧会の開催までに、現況の緑

地等をできるだけ保全するとともに、保全対象

種の生息・生育環境等を創出することになって

います。本博覧会でも現在の草地環境を保全し

た広場を整備するとともに、新たな植栽も行う

ことから、自然と調和した計画であると考えま

す。本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地

や保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用

するなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧

会にしたいと考えています。 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(36) 意見書の内容と事業者の見解(36) 

 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

説
明
会 

 

（前ページからの続き） 

されているのでしょうか？自然を守ることにお金

を使って欲しいです。 

（前ページからの続き） 

また、横浜市は本博覧会の開催に向けて、道

路拡幅や交差点改良を進めており、本博覧会の

工事中、開催中及び撤去中において、交通流に

影響を与えるような渋滞は生じないと予測して

います。大気質についても、本博覧会の開催に

よって周辺の生活環境に著しい影響を及ぼすこ

とはないと予測しています。瀬谷駅の乗降客数

については、2021年度の時点で1日に約3万5千人

であると認識しています（横浜市統計書）。 

説明会については、横浜市の環境影響評価条

例に基づいて開催しており、説明会でいただい

たご意見等については、環境影響評価審査会で

も報告することとなっています。環境影響評価

準備書の内容については、説明会を開催するだ

けでなく、協会のホームページなどで広く周知

し、市民の皆様等からのご意見をいただいて、

事業に反映させることになります。説明会の開

催についてのご要望については、ご意見として

承ります。 

そ
の
他 

説
明
会 

 

10月の説明会で、国際園芸博覧会協会の（伏

字）課長は、回答に困ると 

「我々は横浜市の土地を半年間お借りして博覧

会を開催させていただく。条例に基づいて説明

会を行っている。」 

などと、回答になっていないような同じような

発言を繰り返しました。 

とても市民に向き合って説明を正しく行い、質

問を受け付けて意見を聞くような態度ではなか

ったです。 

今一度改めて説明会を開催してください。 

また、横浜市の土地区画整備事業、公園整備事

業と共に3事業でまとめて説明会をしてくださ

い。 

その理由としては、いずれの説明会でも、別の

事業のことなのでわからないなどとたらい回し

にした回答が目立っていたためです。 

準備書の説明会においては、事業者としての

見解をお伝えできるよう努めました。 

本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基づ

いて手続きを進めており、説明会をやり直すこ

とや、３つの事業合同での説明会を開催するこ

とは考えていません。 

そ
の
他 

説
明
会 

 

私は10月29日の説明会に行きました。市の職員

がいなかったので、皆さん怒っていました。花

博をやるというのは、2016年に、そういう話が

出て、横浜市が市民の意見も聞かず、選挙の争

点にもせずに、着々と進めてきたことなので、

横浜市が全面に出て説明するべきです。 

横浜市の土地区画整理事業で基盤整備が行わ

れ、その後、公園整備事業の方でインフラ整

備、主要な園路などが整備された上で、博覧会

に必要な施設が造られるという、そういった構 

（次ページに続く） 

本博覧会は横浜市の環境影響評価条例に基づ

き手続きを進めています。同条例では対象事業

の事業者が環境影響評価準備書に係る説明会を

開催することになっており、本博覧会協会が説

明を行っています。本博覧会では横浜市と協力

しながら、緑地や保全対象種の生息・生育環境

等を保全・活用するなど、「GREEN×EXPO2027」

に相応しい博覧会にしたいと考えています。な

お、横浜市はテーマパークを核とした複合的な

集客施設の立地を目指し検討を進めています。 
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表 10.2-2(37) 意見書の内容と事業者の見解(37) 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

説
明
会 

 

（前ページからの続き） 

造になっているので、市民としては、わかりづ

らいです。４ページの（３）供用時のアの生物

多様性の（ア）、１行目に「生息・生育環境は

現況に近い状態に回復すると予測しているが」

とある。しかし全改変後なので、誤解をまね

く。市民から見ると、自然を破壊し、テーマパ

ークにして、国際園芸博覧会をやるという奇妙

な構図になる。 
 

令和4年度予算第一特別委員会 3月18日 

＜質疑の引用については、巻末１に掲載＞ 

 

そ
の
他 

説
明
会 

 

環境影響評価方法書説明会の問題点 

https://note.com/ari_waka/n/n9d9944870481 

令和４年６月 

私は、この説明会には参加していませんが。参

加した方のレポートを見ると、特に輸送の件で

なにも決まっていないことがわかります。 

このあと、国は横浜市の言うことを鵜呑みにし

てBIEに申請してしまいました。 

横浜市は国やBIEに対して虚偽発言をしていま

す。 

2022年5月事務次長・業務執行理事 小林一美 

前横浜市副市長が、説明 
 
令和５年７月31日年第６回環境影響評価審査会 

議事録 より 

＜議事録の引用については、巻末２に掲載＞ 
 
山中市長が令和4年の予算特別審査会で「でき

る」といったことは問題です。BIEの申請前に大

口をたたいたことになり、信用できません。

今、市長としての責任ある仕事はしておらず、

花博の成功は、ありえません。 

環境影響評価方法書は、対象事業の計画内

容、環境影響評価を行うにあたっての調査・予

測の手法などを示した図書であり、環境影響評

価準備書において、輸送計画も含め、方法書の

段階で記載していなかった事業計画の内容等に

ついても記載しています。 

横浜市長の発言や横浜市会の議事録について

は、横浜市にお問い合わせください。 

そ
の
他 

中
止
の
要
望 

 

花博に一言  

大阪の万博と同じ、無駄、税金の無駄でしか無

い 

今ある自然を潰して、花博を開催？ 

環境を考えるなら、中止一択 

花博への予定来場数が 

デズニーやユニバーサル並み 

あの交通の便の悪いところに、人が来るとで

も？ 

横浜市は他に税金を掛けるところが沢山ある 

もはや万博は要らぬもの 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。有料来場者数については、過去の博覧会の

実績及び首都圏の後背人口などから１千万人を

想定しています。横浜市は本博覧会の開催まで

に、周辺の道路整備を進めるとともに、現況の

緑地等をできるだけ保全し、保全対象種の生

息・生育環境等を創出する計画です。本博覧会

でも現在の草地環境を保全した広場を整備する

とともに、新たな植栽も行うことから、自然と

調和した計画であると考えます。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、この保

全対象種の生息・生育環境等を保全・活用する

など、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会に

したいと考えています。 
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表 10.2-2(38) 意見書の内容と事業者の見解(38) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

中
止
の
要
望 

 

花の博覧会を開催するために今ある緑を壊すと

は、ナンセンスの極み。 

正気？ 

頭おかしいんじゃない？ 

 

上瀬谷の広大な草地には、国鳥であるキジを筆

頭にたくさんの生き物が生息し、渡り鳥も飛来

する。 

工事期間中、それらの生き物はどこに身を潜め

るというのか？ 

仮に花博が環境に配慮して開催されたとして

も、一度失われた自然は元に戻らない。 

取り返しのつかない事態になる前に中止にすべ

きだ。 

 

緑を壊すな！ 

生き物を殺すな！ 

 

「幸せを作る明日の風景」だっけ？ 

SDGsだのなんだのもっともらしいスローガンを

掲げたところで、花博開催後のテーマパーク開

発が真の目的であることは、もうとっくにバレ

バレですよ。 

花博を大義名分に市民の血税で基盤整備し、あ

とから大企業がノコノコとしゃしゃり出てくる

って筋書きなんですよね？ 

公務員諸君。 

それでいいのか？ 

あなた方は公益のために存在する筈だ。 

あなたがたに良心はないのか？ 

 
 

  
 

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や

保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用す

るなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会

にしたいと考えています。 

なお、本博覧会の開催後は、横浜市はテーマ

パークを核とした複合的な集客施設の立地を目

指し検討を進めています。 

非表示 

非表示 非表示 
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表 10.2-2(39) 意見書の内容と事業者の見解(39) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

中
止
の
要
望 

 

上瀬谷通信所跡地は、米軍に接収されていたか

らこそ破壊と開発を免れ、里山の自然が残っ

た。それを日本人が壊すのは、皮肉としか言い

様がない。 

せっかく残った里山を根こそぎにし、花見の名

所として知られ市民に親しまれている桜並木を

伐採して、花博用の偽物の「自然」を作り、花

博が終わればそれすら壊して不動産会社に売り

払い、テーマパークにするなどSDGsとは真逆で

あり、決して市民の利益にはならない。 

上瀬谷通信所跡地は貴重な生物も生息し、現状

そのままで既に自然のテーマパークである。そ

して、かけがえのない横浜市と市民の財産だ。 

それを行政も政治も喜々として開発業者に差し

出そうとしているのは、嘆かわしい限りであ

る。 

横浜市は不動産会社でも、イベント会社でも、

広告代理店でもないはずだ。直ちに開発と花博

の開催中止、及び上瀬谷通信所跡地の環境保全

を強く求める。 

横浜市は、おのが本分と役目を忘れるべから

ず。 

海軍道路（環状４号線）の桜並木については

老朽化が進んでおり、横浜市が植え替えによっ

て再生を進めると聞いています。会場区域のう

ち、約60ヘクタールについては、本博覧会の閉

会後に横浜市が公園として整備する計画であ

り、残りの会場区域と駐車場・バスターミナル

については、横浜市がテーマパークを核とした

複合的な集客施設の立地を目指し検討を進めて

います。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や

保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用す

るなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会

にしたいと考えています 

そ
の
他 

中
止
の
要
望 

 

【昨今の世界情勢、社会情勢】 

大阪で予定されている2025年の万博は、昨今

の物価高騰や人手不足、また、珍しいものはイ

ンターネットでも見ることができるということ

で、パビリオン建設に諸外国の足並みがそろわ

ず頓挫しかかっています。 

ほんの一部の利権者たちや政治家たちの利潤

のための博覧会は税金の無駄使いであり横浜市

民はもとより、近隣市民、県民国民にとっても

大迷惑です。 

山中竹春現市長が一日も早く失脚し、市民生

活と自然を大切に思う新しい市長の下で、この

上瀬谷の計画が白紙になることを願ってやみま

せん。 

本博覧会では横浜市と協力しながら、緑地や

保全対象種の生息・生育環境等を保全・活用す

るなど、「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会

にしたいと考えています。多くの方々に来場し

ていただけるよう、機運の醸成と魅力的なコン

テンツ作りなどに取り組むとともに、赤字とな

らないよう、適切な運営を行っていきます。 
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表 10.2-2(40) 意見書の内容と事業者の見解(40) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

中
止
の
要
望 

 

横浜花博の会場となる上瀬谷の海軍跡地は、

里山があり、絶滅危惧種が生息しているそうで

すね。また海軍道路には桜並木があるそうで。 

ところが、横浜花博を開催するために、桜並

木を伐採し、川を暗渠とし、田んぼを埋め、

木々も伐採し、コンクリートで覆うと聞きまし

た。今ある里山も破壊して、人工的な里山エリ

アを造るとか。絶滅危惧種が生息する生態系も

破壊されるリスクが高いそうですね。 

横浜花博は、花博のくせに桜並木を伐採する

とか意味が分かりません。自然との共生を謳っ

てるようですが、どう見ても、環境を破壊する

だけですね。 

横浜花博は中止が適切と思います。 

本博覧会は、横浜市の土地区画整理事業の施

工中の土地を借りて半年間、開催するもので

す。横浜市は現況の緑地等をできるだけ保全す

るとともに、相沢川は暗渠になりますが、将来

公園となる区間は、横浜市が新たに保全対象種

の生息・生育環境等を創出する計画です。本博

覧会でも現在の草地環境を保全した広場を整備

するとともに、新たな植栽も行うことから、自

然と調和した計画であると考えます。本博覧会

では横浜市と協力しながら、緑地や保全対象種

の生息・生育環境等を保全・活用するなど、

「GREEN×EXPO2027」に相応しい博覧会にしたい

と考えています。なお、海軍道路（環状４号

線）の桜並木については老朽化が進んでおり、

横浜市が植え替えによって再生を進めると聞い

ています。 

そ
の
他 

誘
致
の
経
緯 

 

そもそも。 

2006年に返還指針が策定されたときは、花博の

はの字もなかった。 

（資料https://www.city.yokohama.lg.jp/city-

info/seisaku/torikumi/kichi/beigun/atochiri

you.files/0003_20180911.pdf） 

上記資料ｐ.14より 

「２上瀬谷通信施設 

～農・緑・防災の大規模な野外活動空間～ 

返還施設の中でも最大の面積であり、広大で豊

かな緑環境を有しているとともに、広域道路交

通の利便性が高いことから、首都圏全体を見据

えた防災と環境再生の一大拠点として位置づ

け、平常時には広く首都圏の人々が訪れ農と緑

を楽しみ、災害時には首都圏の広域防災活動拠

点となる空間の形成を目指します。」 

そして、防災空間の形成や自然を生かした跡地

利用ということがうたわれています。 

 

2027年に国際園芸博覧会を招致しようという話

は、 

いつ、 

誰が提案したのですか？ 

回答お願いいたします。 

資料があれば添付もお願いいたします。 

本博覧会の誘致は横浜市会が政府に対して要

請し、その後市長が正式に誘致を表明していま

す。令和元年９月の国際園芸家協会（AIPH）年

次総会において、横浜市として国際園芸博覧会

開催を申請し、承認を受けています。誘致の経

緯などの詳細については、横浜市にお問い合わ

せください。 

そ
の
他 

誘
致
の
経
緯 

②（その他） 準備書１０章の「表１０．１－

３（３）質問者H」で、博覧会の誘致は横浜市会

が政府に対して要請し、その後市長が正式に誘

致を表明したとの記述がありますが、市議会で

討議され、採決で決まったのであれば、その時

の議事録を閲覧する方法を教えてください。   

横浜市会の議事録については、横浜市のホー

ムページから閲覧することができます。詳細に

ついては、横浜市にお問い合わせください。 
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表 10.2-2(41) 意見書の内容と事業者の見解(41) 

 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

会
議
の
公
開 

会議はどうぞ解放してください、オンタイムで

市民が見られるように 

横浜市環境影響評価審査会については、会場

での傍聴が可能です。 

同審査会は横浜市の諮問機関であり、詳細に

ついては、横浜市にお問い合わせください。 

 

そ
の
他 

事
業
評
価 

 

②園芸博覧会のテーマ「幸せを創る明日の風

景」を具現化するための切り口として「自然と

の調和」「緑や農による共存」「新産業の創

出」「連携による解決」を示すことにより、

「幸せを創る明日の風景」を体現していくと詩

っています。そのための施設として各種庭園、

各種建物の建設が計画されていますが、それら

の施設が上記４つの目的を達成できたかどうか

はどのように評価するのですか。多額の税金を

投入するのですから、博覧会終了後どのように

フォローし、初期の目的がどのような形の成果

となったのか、ならなかったのかの報告形式を

事前に示してください。 

本博覧会のテーマは「幸せを創る明日の風景 

～Scenery of the Future for Happiness～」で

す。本テーマには、一人ひとりが心に「幸福感

を深める」ための種を自分の意志で蒔き、これ

を人や環境との関わりの中で育み、生命力にあ

ふれ、個性豊かに、多彩な花を咲かせること、

それが豊かさを深める社会の風景である、とい

う思いを込めています。また、テーマを展開

し、具現化するための切り口として、４つのサ

ブテーマを設定します。生態系サービスに支え

られている人と自然の新たな関係を構築するた

めの基盤とそれを支える主体の将来像を示す観

点から「自然との調和」及び「緑や農による共

存」を、また、これに基づく心の豊かさや幸せ

があふれる都市の持続可能性を示す観点から、

新たな価値創造による「新産業の創出」を、さ

らに、新たな価値を生み出し課題解決につなげ

る多様な主体の参加システムの在り方として

「連携による解決」を示すことにより、本博覧

会において「幸せを創る明日の風景」を体現し

ていきます。 

なお、本博覧会のテーマやサブテーマについ

ては、各種庭園、各種建物の達成目標や成果を

示すものではありません。 

そ
の
他 

情
報
提
供
の
依
頼 

[１]園芸博の環境影響についてのマイナスの側

面や反対する声を、横浜市民や国民全体に知ら

せて欲しい。瀬谷駅には花博の宣伝ポスターが

常時貼られており、問題点は全く伏せられてい

る。 

横浜市の環境影響評価条例では、事業者自らが

対象事業が環境に及ぼす影響について事前に調

査・予測・評価を行い、その結果を公表し、市民

や市長等から意見を聴くなどの手続を通じて、適

切な環境保全対策等を検討し、事業計画に反映さ

せることになっています。本博覧会は横浜市の環

境影響評価条例に基づいて手続きを進めており、

この準備書意見見解書についても、公告・縦覧さ

れます。また、過去の博覧会の実績及び首都圏の

後背人口などから、本博覧会は適切な規模である

と考えます。多くの方々に来場していただけるよ

う、機運の醸成と魅力的なコンテンツ作りなどに

取り組んでいきます。 
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表 10.2-2(42) 意見書の内容と事業者の見解(42) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

道
路
整
備 

 

対象事業実施区域から200m（100m）圈内に住

んでいます。 

自然環境には、配慮されていることがよくわ

かりました。ありがとうございます。 

 

生活環境について 

特に深見第228号線、区画1号線(以下「228

号」とします)の道路について書かせていただき

ます。 

この道の名称を知る人は少ないですが、地域

住民の生活には重要な道路です。 

10月下旬の説明会で、228号が歩道付きの道路

に新しくなるとの事でした。 

今までいろいろ文書が発行、投函されました

が、今実際にある道路なのか、実際にある道路

のすぐ隣に新しく道路ができるのかよく理解で

きなかったので、申し出が遅くなりましたが、

述べさせていただきます。 

 

 
 

《《228号線の拡幅、歩道付きの道路工事ではな

くではなく、区画2号線の西の端につながるよう

な新しい道を作って下さい》》（以下、新しい

道路を「甲」とします。資料2） 

 

 
（次ページに続く） 

シャトルバスについては会場区域内に設けた

通路を使用しますが、一般車両の通行は想定し

ていません。横浜市は本博覧会の開催に向け

て、道路拡幅や交差点改良を進めており、本博

覧会の工事中、開催中及び撤去中において、交

通流に影響を与えるような渋滞は生じないと予

測しています。輸送計画については、渋滞を回

避、低減できるよう、ハード・ソフト両面で検

討を進めていきます。対象事業実施区域の周辺

については、本博覧会の開催までに、深見228号

線も含め、横浜市が道路の整備を実施すること

になっており、歩道も整備すると聞いていま

す。 

なお、竹林の活用など本博覧会に関するご要

望については、ご意見として承ります。道路工

事や交通安全などに関するご要望については、

横浜市や交通管理者等にお問い合わせくださ

い。 

深見第228号線の周辺におけるゴミの廃棄につ

いては、ご意見があったことを横浜市に伝えま

す。また、本博覧会の来場者が周辺にゴミを廃

棄しないよう周知徹底していきます。 
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表 10.2-2(43) 意見書の内容と事業者の見解(43) 

  

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

道
路
整
備 

 

（前ページからの続き） 

 

主な理由 

・博覧会開催中、三ツ境駅からのシャトルバス

は228号ではなく、公道以外の道路を通るとの事

なので、会場の最南端に228号と並行して道路が

できることと思われます。でしたら、新しい道

路の甲を通ってバスターミナルに直接行けるよ

うにしてほしいです。 

博覧会終了後も、D地点付近の渋滞も少しは減る

と思います。 

・人目がない時間帯にゴミを捨てる人がよくい

ました。今後も時間帯によっては人目がない道

となりそうです。しかしこまめにゴミを回収す

る人も掃除をする人もいません。通行量が増え

るとゴミも増えると思われます。 

・B地点について 細野戸ハイツ5街区東側につ

ながる瀬谷地内線ができ大変便利になりまし

た。 

しかし相沢のバス通り方向から来た車と、A地点

から西に直進する車のヒヤリ、ハット事案がよ

くあります。 

B地点の南側十字路には「必ず止まれ」の横断幕

もありますが。 

甲の道路ができれば、B地点の危険は少し減りま

す。 

・228号道路工事のために一時期でも通行止めな

るのは非常に困ります。 

 

かといって228号は不要なわけではなく、いつか

は幅広くなり、自転車も車も通りやすくなって

ほしいです。 

しかし、もし甲の道路ができれば、228号はしば

らく現状のままとなるかもしれないのでEの新し

くできる予定の道路ををもう少し東側に延ばし

てほしいです。 

・E（会場内西地区にはいずれ野球場ができるこ

とを前提として） 

徒歩と自転車は相沢調整池と、みどりの会町内

会の間の名もなき道を通り、C地点に出る方法が

あります。今までは野球少年がよくこの道を通

っていました。野球場に行くためには、信号が

ないので228号をよく見て渡り、数十メートルほ

ど228号を通ります。それが危険です。なのでE

の道路をC点付近に伸ばし228号を少しでも安全

に通ってもらいたいです。（資料３中央の図） 

（次ページに続く） 
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表 10.2-2(44) 意見書の内容と事業者の見解(44) 

 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

そ
の
他 

道
路
整
備 

 

（前ページからの続き） 

 

※文中の区画1号線2号線は、資料1 

ABCDは、資料2  Eは、資料3 

小さい理由はまだまだありますが、書き切れな

いのでここまでとします。 

＜資料1～3については、巻末９に掲載＞ 

 

その他の要望 

会場予定地の中央部に荒れ放題の竹林があり

ます。ぜひきれいにしてください。そして、高

さはそんなにありませんが、竹林の小径として

欲しいです。 

色々と計画が進んでいることと思いますが、

ぜひご検討のほどよろしくお願いいたします。 
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10-63 



 

 

10-64 
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10-66 
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10-70 



 

 

10-71 



 

 

10-72 



 

 

10-73 

 

  



 

 

10-74 

非表示 



 

 

10-75 



 

 

10-76 

非表示 非表示 

非表示 



 

 

10-77 



 

 

10-78 



 

 

10-79 



 

 

10-80 

 

非表示 

非表示 



 

 

10-81 

 

非表示 

巻末６ 



 

 

10-82 

 

非表示 

巻末６ 



 

 

10-83 

 

非表示 

巻末７ 



 

 

10-84 

 

非表示 

巻末７ 



 

 

10-85 

 

非表示 

巻末７ 



 

 

10-86 

 

非表示 

巻末７ 



 

 

10-87 

 

非表示 

巻末７ 



 

 

10-88 

 

非表示 

巻末７ 
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1
0-
97 

巻末 10 

 

 

表 1.6-20 開催中の断面交通量（地点 5：深見第 228 号線） 

地点 5 深見第 228 号線 

 

 

⼀般交通量 花博交通量 開催中交通量（⼀般+花博）
時間帯 東⾏き ⻄⾏き 計 時間帯 東⾏き ⻄⾏き 計 時間帯 東⾏き ⻄⾏き 計

小型 大型 計 小型 大型 計 小型 大型 計 小型 大型 計 小型 大型 計 小型 大型 計

1時 29 4 33 35 5 40 73 1時 0 0 0 0 0 0 0 1時 29 4 33 35 5 40 73
2時 25 4 29 31 4 35 64 2時 0 0 0 0 0 0 0 2時 25 4 29 31 4 35 64
3時 24 3 27 29 4 33 60 3時 0 0 0 0 0 0 0 3時 24 3 27 29 4 33 60
4時 27 4 31 32 4 36 67 4時 0 0 0 0 0 0 0 4時 27 4 31 32 4 36 67
5時 47 8 55 57 9 66 121 5時 0 0 0 0 0 0 0 5時 47 8 55 57 9 66 121
6時 79 12 91 93 14 107 198 6時 0 0 0 0 0 0 0 6時 79 12 91 93 14 107 198
7時 133 21 154 159 24 183 337 7時 0 0 0 0 0 0 0 7時 133 21 154 159 24 183 337
8時 167 25 192 200 30 230 422 8時 0 6 6 41 0 41 47 8時 167 31 198 241 30 271 469
9時 165 25 190 197 29 226 416 9時 0 24 24 48 0 48 72 9時 165 49 214 245 29 274 488
10時 183 28 211 219 33 252 463 10時 0 15 15 37 0 37 52 10時 183 43 226 256 33 289 515
11時 199 30 229 237 35 272 501 11時 7 12 19 30 0 30 49 11時 206 42 248 267 35 302 550
12時 202 30 232 241 36 277 509 12時 12 10 22 26 0 26 48 12時 214 40 254 267 36 303 557
13時 184 28 212 220 33 253 465 13時 19 10 29 24 0 24 53 13時 203 38 241 244 33 277 518
14時 206 31 237 245 37 282 519 14時 26 10 36 20 0 20 56 14時 232 41 273 265 37 302 575
15時 207 31 238 247 38 285 523 15時 28 12 40 16 0 16 56 15時 235 43 278 263 38 301 579
16時 201 30 231 240 36 276 507 16時 29 12 41 22 0 22 63 16時 230 42 272 262 36 298 570
17時 200 30 230 238 35 273 503 17時 22 10 32 40 0 40 72 17時 222 40 262 278 35 313 575
18時 174 26 200 207 31 238 438 18時 20 10 30 22 0 22 52 18時 194 36 230 229 31 260 490
19時 138 21 159 165 25 190 349 19時 24 10 34 10 0 10 44 19時 162 31 193 175 25 200 393
20時 126 19 145 151 23 174 319 20時 83 30 113 0 0 0 113 20時 209 49 258 151 23 174 432
21時 114 17 131 135 20 155 286 21時 29 10 39 0 0 0 39 21時 143 27 170 135 20 155 325
22時 98 15 113 116 17 133 246 22時 0 0 0 0 0 0 0 22時 98 15 113 116 17 133 246
23時 64 10 74 77 12 89 163 23時 0 0 0 0 0 0 0 23時 64 10 74 77 12 89 163
24時 40 6 46 48 7 55 101 24時 0 0 0 0 0 0 0 24時 40 6 46 48 7 55 101

資
1
.
6
-
4
4
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10.3 審査書に記載された市長の意見及び事業者の見解 

本事業の準備書に対し、横浜市環境影響評価条例第 31 条第 1 項に規定する環境の保全の見

地からの審査書の送付を、令和６年６月 26 日に受けました。 

審査書の縦覧期間、縦覧対象区及び縦覧場所は、表 10.3-1 に示すとおりです。また、審査

書の内容及び事業者の見解は、表 10.3-2 に示すとおりです。 

 

表 10.3-1 審査書の縦覧期間及び縦覧場所 

縦覧期間 令和６年７月５日から令和６年８月５日まで（32 日間） 

縦覧対象区 旭区、瀬谷区 

縦覧場所 
みどり環境局 環境影響評価課、 

旭区役所区政推進課 広報相談係、瀬谷区役所区政推進課 広報相談係 

  

表 10.3-2(1) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

１ 

事
業
計
画 

（１） 国際的な園芸・造園の振興や

花と緑のあふれる暮らし、地

域・経済の創造や社会的な課題

解決等への貢献を博覧会の目的

としていることから、GREEN×

EXPO にふさわしいサステナブ

ルな博覧会の実現に向けて、関

係者や来場者と一体となって、

カーボンニュートラルや生物多

様性の保全・向上、資源循環に

ついて積極的な姿勢で取り組ん

でください。 

本博覧会としては、スコープ１及び２

について、排出対策により削減できない

温室効果ガス（二酸化炭素）に関しては

オフセットを実施し、実質排出量ゼロを

目指すなど、カーボンニュートラルに積

極的に取り組みます。また、土地区画整

理事業によって創出される水辺空間等の

保全・活用や、既存の草地環境を保全し

た広場の整備など、生物多様性の保全・

向上に積極的に取り組みます。さらに、

「3R+Renewable（再生可能資源への代

替）」を徹底します。 

都市生活が自然とともにある未来を市

民・民間企業・行政が共に考え、行動を

起こし、アイデアを形にする取組を展開

することにより、関係者や来場者と一体

となって、GREEN×EXPOにふさわしいサス

テナブルな博覧会の実現に向けて、積極

的な姿勢で取り組みます。 

（第２章 p.2-12、37、47、48） 
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表 10.3-2(2) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

１ 

事
業
計
画 

（２） 輸送計画の深度化に当たって

は、公共交通の利用促進策をはじ

めとして、シャトルバスの運行計

画、会場隣接駐車場とパークアン

ドライド駐車場における予約制の

導入や料金設定等の運用、安全な

誘導など、円滑な来場者の輸送を

実現するための運営について検討

し、確実に履行してください。 

本博覧会の輸送計画については、

「２０２７年国際園芸博覧会 来場

者輸送基本計画」を策定し、引き続

き、交通管理者など関係機関や外部有

識者等からのご意見をいただきながら

調整を進めていきます。あわせて、公

共交通の利用促進を積極的に進めると

ともに、シャトルバスの運行計画、会

場隣接駐車場とパークアンドライド駐

車場における予約制の導入や料金設定

等の運用、安全な誘導などを着実に

実施することで、円滑な来場者の輸

送を実現していきます。 

（第２章 p.2-32、35） 

（３） 対象事業実施区域内において

は、旧上瀬谷通信施設地区土地区

画整理事業（以下「土地区画整理

事業」という。）により保全対象

種の生息・生育環境が整備された

後に、博覧会が開催され、博覧会

開催後は会場区域が公園として利

用されます。関連事業である土地

区画整理事業や（仮称）旧上瀬谷

通信施設公園整備事業（以下「公

園整備事業」という。）と連携し

て、工事や保全対象種の生息・生

育環境の維持管理の計画を具体化

するとともに、新たに対策が必要

となった場合は適切に対応するな

ど環境の配慮に努めてください。 

また、庭園や現況の草地環境を

生かした広場など新たな緑環境の

整備を行うことから、そこで得ら

れた生態系の影響に関する知見を

公園整備事業に引き継いでくださ

い。 

保全対象種の生息・生育環境につい

て、開催中における維持管理を「横浜

市森づくりガイドライン」（横浜市環

境創造局みどりアップ推進課 平成25

年３月）や他都市の先進的な事例など

も参考にして実施するとともに、新た

に対策が必要となった場合は適切に対

応するなど、関連事業と連携して環境

の配慮に努めます。 

また、庭園や現況の草地環境を生か

した広場など、新たな緑環境から得ら

れた生態系への影響に関する知見を公

園整備事業へと引き継ぎます。 

（第２章 p.2-48、第６章p.6.2-128～

129、p.6.3-46、p.6.4-30～31） 
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表 10.3-2(3) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(1)
工
事
中
、
開
催
中
及
び
撤
去
中 

ア 全般 (ｱ) AIPH（国際園芸家協会）の

規則等に基づき、博覧会の持続可

能性の目標等を示すサステナビリ

ティ戦略等を策定し、取組を進め

るとしていることから、サステナ

ビリティ戦略等における温室効果

ガスの削減や生物多様性、水循

環、廃棄物等についての取組内容

を環境の保全のための措置として

評価書に記載してください。 

AIPH（国際園芸家協会）の規則等に

基づくサステナビリティ戦略等に記載

している、スコープ１及び２は、排出

対策により削減できない温室効果ガス

（二酸化炭素）に関してはオフセット

を実施し、実質排出量ゼロを目指すこ

と、保全対象種の生育環境の保全のた

め横浜市と連携しながら維持管理する

こと、できる限り透水性の素材で構成

するなど雨水の地下浸透量の確保に努

めること、及び「3R+Renewable（再生

可能資源への代替）」を徹底すること

などを、環境の保全のための措置とし

て評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.1-38、40、p.6.2-127～

129、p.6.3-43～44、p6.4-30、p.6.5-

28、p.6.6-28、29） 

(ｲ) 事業者の見解は重要な情報

であることから、審査会で補足説

明し、質疑において回答した内容

については可能な限り評価書に記

載してください。 

スコープ１及び２については、排出

対策により削減できない温室効果ガス

（二酸化炭素）に関してはオフセット

を実施することや、駐車場・バスター

ミナルや園路など雨水浸透の阻害が懸

念される整備範囲においては、評価書

で算定した範囲に留まらず、できる限

り透水性の素材で構成することなど、

審査会で補足説明し、質疑において回

答した内容については可能な限り評価

書に記載しました。 

（第６章 p.6.1-38、40、45、46、

p.6.5-28 等） 

(ｳ) 予測条件について、対象事

業実施区域内は土地区画整理事業

の造成工事によって全て改変され

る可能性があるとしていますが、

関連事業で一部保全した樹林地や

大径木を博覧会でも保全し、現況

の草地環境を生かした広場を整備

する計画としています。評価書で

はその前提を踏まえた記載として

ください。 

本博覧会では、関連事業で一部保全

した樹林地や大径木を保全するととも

に、現況の草地環境を生かした広場を

整備する計画であり、評価書では、そ

れを踏まえた記載としました。 

（第６章 p.6.2-115、116、124、

131、p.6.3-38、41、47、p.6.4-20～

22、25、33、p.6.5-16、19） 
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表 10.3-2(4) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(1)
工
事
中
、
開
催
中
及
び
撤
去
中 

イ 生物多様性 (ｱ) 注目すべき種であるホトケド

ジョウは、「和泉川源流域」のほ

か対象事業実施区域外の堀谷戸川

の下流でも生息を確認しているこ

とから、堀谷戸川流域である対象

事業実施区域内の「樹林が点在す

る広大な草地域」と「堀谷戸川左

岸の耕作地域」を動物の予測地域

に加えてください。ホトケドジョ

ウは、環境変化に弱い要因がある

と考えられることから、その影響

要因を踏まえて予測評価してくだ

さい。 

また、大径木を保全するとして

いることから、大径木が存在する

「樹林が点在する広大な草地域」

を植物の予測地域に加えてくださ

い。 

堀谷戸川の下流でもホトケドジ

ョウの生息が確認されているた

め、堀谷戸川流域である「樹林が

点在する広大な草地域」と「堀谷

戸川左岸の耕作地域」を動物の予

測地域に加えました。ホトケドジ

ョウへの環境変化に伴う、影響要

因を踏まえて予測評価しました。 

また、本博覧会において大径木

は重要な構成要素であるため、横

浜市が保全した大径木の保全・活

用に向け、大径木が存在する「樹

林が点在する広大な草地域」を植

物の予測地域に加え、予測評価し

ました。 

（第６章 p.6.2-100、114～116、

122、123、125、127～130、132、

p.6.3-37、40～44、46、47） 

(ｲ) 土地区画整理事業が整備する

保全対象種の生息・生育環境につ

いては、保全対象種の移設・移植

の状況に不確定要素があることか

ら、土地区画整理事業の事後調査

を踏まえた上で博覧会として必要

な情報を補完するため、事後調査

項目として動物と植物を選定し、

工事中、開催中、撤去中に事後調

査を適切に実施してください。 

土地区画整理事業の事後調査を

踏まえた上で、博覧会として必要

な情報を補完するため、横浜市が

移設・移植した保全対象種（動

物・植物）の生息・生育状況及び

その環境について、事後調査項目

として動物と植物を選定し、開催

前（工事中）、開催中、開催後

（撤去中）の適切な時期に、それ

ぞれ事後調査を実施します。 

（ 第 ６ 章  p.6.2-127 ～ 129 、

p.6.3-43、44、第８章 p.8-1、

2、4～7） 
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表 10.3-2(5) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(2)
開
催
中 

ア 温室効

果ガス 

電力は再生可能エネルギーの

100％活用を目指し、省エネル

ギー型製品の導入等により温室

効果ガスの削減に努力するとし

ていますが、エネルギー源とし

て都市ガスやプロパンガスの使

用も想定していることから、カ

ーボンニュートラルを目指した

積極的な環境の保全のための措

置を評価書に記載してくださ

い。 

都市ガスやプロパンガスの使用もエネ

ルギー源として想定しているため、スコ

ープ１及び２は、排出対策により削減で

きない温室効果ガス（二酸化炭素）に関

してはオフセットを実施し、実質排出量

ゼロを目指すなど、カーボンニュートラ

ルを目指した環境の保全のための措置を

評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.1-38、40、43） 

イ 水循環 対象事業実施区域の堀谷戸川

流域において会場施設等の存在

に伴う雨水流出量の変化量が少

なくないことから、堀谷戸川の

予測地点より上流域全体におけ

る変化量についても算出し、影

響の程度を評価書に記載してく

ださい。 

本博覧会の会場施設等の存在に伴う、

堀谷戸川の予測地点より上流の集水域へ

の影響を把握するため、予測地点より上

流域全体における雨水流出量の変化量に

ついても算出し、影響の程度を評価書に

記載しました。 

（第６章 p.6.5-22、24～26、31） 

ウ 廃棄物 

・建設発生

土 

(ｱ) 廃棄物を可能な限り削減

するとしていることから、植物

残さの堆肥化などリサイクルの

推進やリユース食器の利用推

進、食品ロスの削減、ごみ分別

の徹底等について具体的な取組

を検討し、評価書に記載してく

ださい。 

本博覧会としては、可能な限り廃棄物

の削減に取り組むため、植物残さの堆肥

化などリサイクルの推進やリユース食器

の利用推進、食品ロスの削減、ごみ分別

の徹底等について、ガイドラインの作成

や来場者・出展者等への要請など具体的

な取組みを評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.6-28、29、32） 

(ｲ) 過去の博覧会等の原単位

から廃棄物の発生量を予測し、

それに対し可能な限り廃棄物を

削減するとしていることから、

博覧会開催中の一般廃棄物と産

業廃棄物の発生量、再資源化

量、処分量について公表してく

ださい。また、資源循環の観点

から、リサイクルした堆肥を博

覧会でどの程度活用したかにつ

いても公表してください。 

公表に当たっては、統計を取

って種類ごとや来場者１人当た

りの量を示すなど、今後の博覧

会に生かせるように努めてくだ

さい。 

本博覧会の開催中の一般廃棄物と産業

廃棄物の発生量、再資源化量、処分量を

把握して公表します。また、本博覧会の

廃棄物からリサイクルした堆肥につい

て、どの程度活用したかも含め、本博覧

会協会のホームページ等で公表します。 

公表にあたっては、統計を取って発生

した廃棄物の種類ごとや来場者１人当た

りの発生量を示すなど、今後の博覧会に

生かせるように努めます。 

（第６章 p.6.6-29、32） 
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表 10.3-2(6) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(2)
開
催
中 

エ 騒音 関係車両の走行に伴う騒音レベ

ルについて、現況では環境基準を

満たしていますが、予測で環境基

準を上回る地点があります。その

要因を考察し、評価書に記載して

ください。 

地点７の関係車両の走行に伴う騒音

レベルについては、現況では環境基準

を満たしていますが、予測で環境基準

を上回る要因を考察し、瀬谷地内線

及び三ツ境下草柳線の開通がその要

因として考えられる旨を評価書に記

載しました。 

（第６章 p.6.8-49） 

オ 地域社

会 

(ｱ) 将来一般交通量を転換率式

併用ＱＶ分割配分手法で推計して

いますが、分割回数やその比率等

によって予測が変わることから、

予測条件を評価書に記載してくだ

さい。 

転換率式併用ＱＶ分割配分手法につ

いて、分割回数やその比率等の予測条

件を評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.10-57） 

(ｲ) 輸送計画では多客日におい

て徒歩等により約6,000人の来場

者を想定していることから、その

来場経路や人数割合を示した上

で、交差点を横断する来場者を考

慮して交通混雑を予測評価してく

ださい。 

輸送計画で示した多客日における約

6,000人の徒歩等による来場者の来場

経路や、人数割合を示した上で、交差

点を横断する来場者を考慮して交通混

雑の予測評価を行いました。 

（第６章 p.6.10-59～61、65～68） 

(ｳ) 交差点需要率が限界需要率

を上回り、車線の交通容量比が

1.0を上回る交差点においては、

一般交通流への影響はないとして

いますが、関係車両の滞留への対

策を検討し、評価書に記載してく

ださい。 

地点12の交差点においては、交差点

需要率が限界需要率を上回り、車線の

交通容量比が1.0を上回るため、地点

10及び地点2を経由した迂回経路の運

用など、関係車両の滞留への対策を検

討し、評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.10-64、79、91） 

(ｴ) 無信号交差点において、バ

スターミナルからのシャトルバス

が環状４号線に左折するに当た

り、大型車は小型車に比べて時間

を要することから、実測した結果

を踏まえて予測評価してくださ

い。 

無信号交差点の地点11においては、

バスターミナルからのシャトルバスが

環状４号線に左折するにあたり、大型

車は小型車に比べて時間を要するた

め、実測した結果を踏まえて予測評価

し、評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.10-57、68） 
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表 10.3-2(7) 審査書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(2)
開
催
中 

オ 地域社

会 

(ｵ) 会場周辺４駅からのシャト

ルバスについて、各駅におけるバ

ス乗り場や滞留場所、滞留人数を

具体的にした上で、駅からの流入

が変動することを踏まえて来場者

の滞留による駅利用者への影響を

予測評価してください。 

各駅におけるバス乗り場や駅前広場

や歩道などの滞留場所、滞留人数を具

体的にした上で、駅からの流入が変動

することを踏まえて、会場周辺４駅か

らのシャトルバスについて、来場者の

滞留による駅利用者への影響を予測評

価しました。 

（第６章 p.6.10-70～77、80、92） 

(ｶ) パークアンドライド駐車場

の場所が全ては示されていないこ

とから、候補地選定の考え方を評

価書に記載してください。 

また、具体的な候補地が決まり

次第、既存の駐車場を活用する場

合を除き、周辺道路の交通状況を

予測評価し、あらかじめ周辺住民

等へ周知するとともに公表してく

ださい。併せて、候補地の周辺状

況を踏まえ必要に応じて大気質、

騒音、振動等についても同様に行

ってください。 

環境保全上の配慮が特に必要な地

域（専ら住居の用に供される地域）に

は、原則、選定しないようにするな

ど、パークアンドライド駐車場の候補

地選定の考え方を評価書に記載しまし

た。 

また、パークアンドライド駐車場

及びその周辺道路の交通状況の予

測・評価については、具体的な候補

地が決まり次第、環境影響評価手続

きとは別に実施します（既存の駐車

場を活用する場合は除く）。併せ

て、既存の駐車場の交通状況や大気

質、騒音、振動についても、候補地

の周辺状況を踏まえ必要に応じて予

測・評価します。これらの予測・評価

の結果については、あらかじめ周辺住

民等へ周知を行うとともに、その内容

を本博覧会協会のホームページで公表

することを評価書に記載しました。 

（第６章 p.6.10-79、81、89） 

カ 景観 (ｱ) 囲繞景観では背景に自然環

境があることも景観に含まれるこ

とから、対象事業実施区域内の囲

繞景観の予測地点において360度

撮影をしている場合は、その地点

の環境を反映するために全方向を

対象に予測評価してください。 

対象事業実施区域内の囲繞景観の予

測地点において360度撮影をしている

地点25に加え、地点28及び32について

も全方向を対象に予測評価しました。 

（第６章 p.6.11-33、34、61、66、

68、72、75、76） 

(ｲ) 囲繞景観における価値認識

について、普遍価値の利用性は利

用のアクセス性、固有価値は人と

環境との調和の観点からの評価と

するとともに、具体的な評価の考

え方を評価書に記載してくださ

い。価値の変化はその考え方を基

に、景観の変容も踏まえて予測評

価してください。 

囲繞景観における価値認識につい

て、普遍価値の利用性は利用のアクセ

ス性、固有価値は人と環境との調和の

観点から、評価の考え方を整理しま

した。また、この評価の考え方を基

に、景観区ごとの価値の変化の程度に

ついて、景観の変容も踏まえて予測評

価しました。 

（第６章 p.6.11-9～11、67～72、

75、76） 
  




